
Title スフェロマクの閉じ込め, その抵抗性減衰過程に関す
る実験的研究

Author(s) 永田, 正義

Citation 大阪大学, 1986, 博士論文

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/1619

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka

















表1-1.コ ンパク トトーラス研究 の分類 と各代表的装置

ピンチ系

〔lll議⇒

、 鱒 「ρミ フ ー 爪

《1三謬 男)

トー ラス系 理 論

(磁二1つ{臨劉

チ

ス

ン

ア

ピ

{

タ

パ

一

竺

テ

・
,

REBリ ン グ

z放 電 付 き

テー タ ビ ンチ

(5)

磁 化同 柚
プ ラズマ ガ ン

ミ ラ ー;蓋 界 内

CTプ ラズ'マ 形 成

童

(系魏礁 り
菅

(中 止)

進 輯 礎 界配1立
CTプ ラズマ

トロ イ ダル コ ア

誘;嚇 ℃電

(4)

ツ ラ ッ クス コ ン
サ ー パ ー 円
CTプ ラ 《㍗ 形 式

中心 導f‡:けき

リン グプ ラ ズマ

「.

欝 摯マ形司
■

.ω1(・)..(・)

ス フ ニ ロマ ・ソク

CTブ ラ ズ7

一
圭 な災験 蒙 匠(研 ヲヒ,島所)

日 本 米 国

(1) EFC(東 大:工},FBX(早 六理工) S-1(プ11ン ス トン 大}

(2). .CTCC-1(販 大 工)

.

CTX(LANL)

(3) NUCTE(日 大 理工) PS-1〔 メリー ラ ン ドナ⇒

(4) SPAC(名 六 プ ラ ズ7研) RECE(コ ー ネ ル 大)

(5) PIACE,OdT(Fミ ヲく工 、

STP-L(名 大 プ ラ ズ マ5〒}

FRX`LANL、

TRXlMSNW、

1注)

LANL:ロ ス ア ラ モ ス

.国 立 所 究 所

MSN、V:Matheπ1ぎtical

Sc…ences

Northwes吐.lnc.

一4・ 一



`

巳」

-

ー

畳

εXP.,1

`a⊃ 生成保持初期実験

0200 .&oo.099億oq

で

,

.』
「
司

}

、
=
じ

り
留
賜
G
o
椰
二

コ

o含oo&co`oqogG

O
ー
`

3

ユ

ー

zoq`oo .`◎q50q

εXP.・`

`bl電 極改良簗験

`C)・ 電 極 チ タ ン コー テ ィ ン グ実 験

(d】FCチ タ ン コー テ ィ ン グ 実 験

oコoo`oq600ひQO

ニ

コ

・

ユ

撃

EXρ.一5 (e}不 安定 崖抑制実験

oユoo £oo5co8Qq

"mdμ1

ρ

5

1

nU

(O

よ
)
N
ロ

o

qZO.4 O,6q6
t(ms)

1P督,2い

(f)・

閉 じ込め改良実験に蝕ける磁場波形

図1-1. CTCC一 夏実験の進展状況

(各実験段階での代表的磁界波形)

_写 一









参考文献

1)日 本 原 子 力 研 究 所(臨 界 プ ラ ズ マ 研 究 部,JT-60試 験 部);核 融 合 研 究

53,478(1985).

2)P.C。Efもhimion,etal.;lnPlasmaPhysicsandControlledNuclear

FusionReseach(Proc・10thInt.Conf.London,1984)Vol.1,IAEA,

Vienna29(1985).

3)P.H.Rebut,etal.;inPlasmaPhysicsandControlledNuclear

FusionReseach(Proc・10thInt.Conf.しondon,1984)Vol.1,IAEA,

Vienna11(1985).

4)INTORGroup;Nucl.Fusion23,1513(1983).

5)東 稔達三;電 .気学会雑龍 一⊥塾一一55(坦 β.3>,.一

6)関 口 忠;日 本 物 理 学 会 誌40,968(1985).

7)池 上 和 律,他;高 温 学 会 誌10,75(1984).

8)卜1・Nishikawa,eta1.;Proc.of6thUS-japanWSonCo魏pac七Toroids

Hiroshima,P.91(1984).

9)宇 山 忠 男,渡 辺 健 二;応 用 物 理 学 会 誌53,421(1984).

10)野 木 靖 之;核 融 合 研 究49,551(1983).

11)岡 田 成 文,他;応 用 物 理 学 会 誌52,754(1983).

12)卜1.Yamada,eta1.;lnplasmaPhyslcsandCon七rolledNuclear

FしlsionReseach(Proc.10七hlnt.Conf.London,1984)Vol.2,535

(1985).

13)T.R.Jarboe,e七a1.;inplasmaPhysicsandControlledNuclear

FusionReseach(Proc・10thIn七.Conf。 しondon,1984)Vol.2,IAEA,

Vienna501(1985).

14)永 田 正 義,他;核 融 合 研 究 集 会 報 告 集P.84(1983).

15)S.Ohi,etal.;Phys.Rev.Lett.51,1042(1983).

一『 一











約 愛1し の種.}遊 赤 可 つ、ぶ わ 廿 う。 二 のK^竣 化 から,電 まし^ピ ー穴 ▽ ゲkフ ト

・を 皇 荘 溌 圭 、二Σゐ乎 坦1し ボ}狂じ 又 ・・う ニ ヒ董 推 .爾)菰来ず3)

1

0

3

2

1

(O
X
)ぢ
&

山

(2

)
£

d
山

0

3

匡
2

1

(r・q365m,z・Om)

(o)

(r=0.12m,z=一 〇.05m)

(b)

_」 避q________

泌!

C
R

レ (c)

0 q20み

t(ms)

0β

図2一 且(a)FC壁 付近 での磁界Bp.out及 び(b)中 心 導体付近 での

磁 界Bp.inの 波形 と(c)そ の比(Bp.in/Bp.out)の 時間変化

ス みロフクの物抗膨倣衷画呈ぐA㍍ 位《領うも嬬 θ訴急う官めK,駕 識のピー

犯 九 綱 し瀦 魚 ヒ 隔 稲 そ御 撤,酬D御 一"惚.マ矯

毛徳 い轍 堺 の塀 縦 しマ・・く。糟 で痔 螺 しヒレ管 グそ引VK蜘 … てく

乎衡 謎 星式段が呼衡 諸量 の式濃 明 気可も,

磁 關 励 めフ・ラズ'マの轍 、蒲 負う・酬 痂 獄 でわ翻 輸 織 ・ニニ味

のうつとガ 績来る{デ、'蔽 しく 乏鹸力"解モ情 っ↓ヒぜ鴫らカ、噴煮≦較て・、》ものゆレ

翻濡 犠鷺難轡灘 燦 ㌘融 噺袈鍛 野襯論多了工
鵯 射 肝 じ齢 スフェ頃7フ ・ラ煮 櫓 獅 し.㌔ 荊熱 っ・・縄 累して・・く.

一1今 一









kで 規 楯'5ししヒ,Wβ/K戸 乳/∫ 更,WF/凪,工t/爪,エ?/派 は

磁 蜘 搬 妖 い 直)、(依 硲 い 蕃・・恥 刷,面 疸 、鵡 て・市 矢定

交畝 も.働z-2(・)(』)、 儀 つ畝%論 量 風 の閑燃 禍 べ兵 七・であう。

x106

4

3,5

ミ

、婁

y
、』
婁

3

2.5

＼一
V脆PIK

＼

ぬylo「もminimum

V脆 豊/K

、

/壁e

x106

6

5.5

5

45

%一P
α

(α)

2

t5

1

讐

5
ミ
婁

砦

0.5

取

Ψtム灰

0
0.8,0で.2141.61」32.02224

α

(b)

図2・2.(a)(b). 磁気 ヘ リシテイKで 規格 化 した トロ イダ ル.ポ ロイダル

(a)両 磁気エ ネル ギ ーWBp/K.WBt/K及 び

(b)両 磁束 ΨP/KI'2.Ψ 七/K!'2と

ピーキングバ ラメ ータ α との関 係

雄1の 場硫 輪1燕 胴 直 琶 りス フェ田7の 丘 勲 ル5植Cに 猛 マ・・う先

柚 かう.律 二 ・嶺 鴨W曝WgF蕨 しくて59,伽 工裾 一力咳 騒 も

く嶋 二℃、二・ぬ 。脇 兎南 、な 賦^エ名ヵ・比 も・て,☆rも 砲 加 筋 が 蜘3綴

'18一





睾

.∠;
/'〆'

d=0.03 、m

d呂Om

0.6

0.5

むのる

σ0
.3

0.2

0.1

0

0

d=0。06m

＼ 、。。
.18m

d=0.12m

0

晶

4

4

↓

(
沸

創(誰
詐

)
川
)
の

0

0

5

Ψ

a
/Ψ

d=0.18m

d=0.12m

老m30ロ03d

1.0

0

5

Ψ

q
/Ψ

1.0

図2-3.中 心 導体径dに 対 するq分 布 と磁気 シアーパ ラメー タS分 布

脈 。豚 偽 嚇 じル 豫 隊 乃度鮪 献 恥 乏漁 し妊 納 の紐

脈 フ鵬 駈 民 漏 ∀エ毛一ドに鱗し磁 愚駁 鰍 酬 ペー殖 探 め駿。

乏顛 伽a,嘱 榔 。莇 芽望式のキの励 〆ヒ鯨 鰍f諒 式磁 吹

与え質 暑ら幡 卑衡 配伽 埆 しフコ ρラズ'卿 肩 ぺ肋 脇 彌IKあMナ 、駈

斥1キ毛ラ紬 磁 知 べ一ヲ1軌 恥 して4い であう。園 ユー4、クY・。の揚 心

のヤ爵恥 娩 齢 睾締 駄 ペーヲ1亘(磁 軸)の 齢 痢.

一ZO一



エエ㌧6鰍1耀 畝)

ノ ノリ

F・ £(レ Ψ)

(2-Z幻

ζz-2女)

ン で,,移 ,鴇 鰍 難,識 夙 軸 で^べ 一ヲ1直 β鵡 鮮zr/5～

二の風 ω 砺,㈱ 躰 ヤよし編 唐(挟1zr。 二・).(淋.二・)ぞ更粒 輪 。

ぜ。の最 縄 ・卸 。.・錫 マ"励 力ね ・・」8噸 鵯 輪 碑 λU気 輪(

蜘 。㍉.zタ),一3ヴ ・ 豆1司 図 う究 が'のヵ・&。撫,∬ 帆式 ハ 斗ド線 薇 唄

磁 農 し 嫉 ・).ゾ ヒ ㌻可民(2-zぢ)式 を5ス ヒ協 心(図(』)轄 縁)漁

軌 鵬 號(一 鵬 繰)1・ つ・、又.襯 ぺ 権。 つの礪 蘇 ・二と怖 寸躰

(d二〇,喧皿)屯轡 λ し牝Pし ・肉 のヌ。フェロマクの 戸綾男ぺ㌧タ5亘(録～通5直「)、丁 し04。

以 千で循 究 が'額 照玩,

βmax

(%)

4

0

1ヨ2「.

0.5

β
nlax

(%)

10

5

n=2

//な・1n=1

//n;:2

//
//

/,〆'

,4/
.寿'

0

　

Y

b(

1.0

図2●4・(a)中 心 導体の半 径(d/2)に 対 する磁気軸 での最大の β値 と

(b)d=0.18mの 時の最適 化され た最大 の β値

ここで,FCの 半 径r6は0.375(m)で あ る。(参 照文 献3ワ))

一zl一



)1

)

)

)

向乙

00

4

)

)

)

)

FD

ρ0

7
-

8

)

)

)

QU

O

l

l

l

)21

)

)

)

)

)

)

り0

血
τ

FO

nO

7
[

8

1

1

1

1

1

1

参 考 文 献

」.B.Taylor;inPlasmaPhysicsandConもrolIedNuclearFusion

Research(Proc.5thInt.Conf.Tokyo.1974)Vol.1.lAEA,Vienna

l61(1975>.

」.B。Taylor;Phys.Rev.Lett.33,ll39(1974).

J.B.Tayl。r;inPulsedHigh-BetaPlasmas,editedbyD.E.εvans

(Pergamon,Oxford.1976),P.59. .

C。 岡ercier;inPlasmaPhysicsandControlledNuclearFusion

Research(Proc.1sもInt.Conf.Saltzburg,1961),IAEAりVlenna

(1962).

G.8ateman;卜1HDlnstabilitles(卜11T,Cambridge,門ass.).

H.A.B.BodlnandA.A.Newton;Nucl.Fusion20,1255(1980).

1く.Watanabe,etal.;J.Phys..Soc.Japan50,1823(1981).

K.Watanabe,etal.;Proc.of2ndUS-JapanWSonCompactToroids,

Osaka,P。66(198i).

門.d.Kruskalandlミ.卜1.Kulsrud;Phys.Fluids⊥,265(195臼)。

F.P.BrethertonandD.B.Haidvogel;」.Fluid卜1ech.78,129(1976).

D.岡ontgomery,L.Turner,andG.Vahala;Phys.Fluids21,757

(1978).

W.H.岡atthaeusandD.卜 量on七gomery;Ann.N.Y.Acad.Sci.357,203

(1980).

U.Frisch,etal.:」.Fluid門ech.689769(1975).

D●Fyfe.eta1.『;」.PlasmaPhys.17,369(1977).

長 谷 川 晃;日 本 物 理 学 会 誌36,684(1981).

長 谷 川 晃;日 本 物 理 学 会 誌39.19(1984).

A・Hasegawa;A"V・Phys・ 塾 ・1(1985)・

S.Riyopoulos,A.Bonde,andD.門on七gomery:Phys.Fluids25.107

(1982).

一 ユz一



19)

20)

21)

22)

23)

24)

25)

26)

27)

28)

29)

30)

31)

32)

33)

34)

35)

36)

37)

R.HoriuchiandT.Sato:Phys.Rev.Lett.559211(1985).

T。Satoandk.kusano;inPlasmaPhysicsandControlledNuclear

FusionResearch(Proc.10七hlnt.Conf.しondon.1984)Vol.2gIAEA,

Vienna461(1985).

片 山 弘 造,山 田 和 穂,桂 井 誠:核 融 合 研 究51,297(1984).

L.Woltjer;Proc.Na七1。Acad。Sci.U.S.A.塑!,489(1958).

H●K● 卜10ffat七;」.Fluid糧ech.35,ll7(1969).

騰.lto;Jour.Phys.Soc.Japan53,1326(1983).

A.Rei辮an;Phy.Fluids23,230(1980).

」.岡.Finn,W。 卜1。ト1anheimer,andE.Ott;Phys.Fluids24,1336

(1981).

A.Bondeson,e七a奪.;Phys.Fluids24,1682(1981).

門。Taguchi,T.岡iya2aki,andS.kaneko;」.Phys.Soc.JPn.54,2163

(1985).

1。H.Hutchinson;Phys。Rev.しett.37.338(1976).

岡 ・Nagata,e毛al・;inPl3s概aPhysicsandControlledNuclear

FusionResearch(Proc.10もhlnt.Conf.しondon,1984)Vol.2,IAEA,

Vienna655(1985).

徳 田 伸 二;博 士 学 位 論 文,大 阪 大 学(1984).

中 沢 一 郎;修 士 学 位 論 文,大 阪 大 学 電 磁 エ ネ ル ギ ー 工 学 専 攻(1984).

T.Uyama:PrivateCo鵬 瓢unlcation(1985).

岡.N.Rosenblu㌻hand卜1.N.Bussac;Nucl.Fusionl9,489(1979).

卜1.OkabayashiandA.隅.卜1.Todd;Nucl.Fusion29.57玉(1980).

P.Gautier,R.Gruber,andF。Troyon;Nucl.Fしlsion21,1399(玉981).

S.kaneko,eta1.;IPPj-743(1985).

一Z3一





(α)プ ラズマ生成

孝
3,.一,・.∵

箋
諺

(b)プ ラズマ噴射

　
一一 一 一一 十 一一一
覇

(c)磁 力舗 結合

ロイダル磁界

ロ イダル磁 界

スフ ェロマ ク ブラズマ

図3・1.ス フ ェロマクの生成機 構概略

仁5う 崖 飯 露 隠,(の フ9つ;ズ マ}葺 或,(b)プ ラ ズ マ畷 射,(c)石 漁力線 再{耗 ノ含の3っ の

段階にIiレ,分しマ 考えうつヒがでラる、

豹 鰭 で1胴 軸 フ・頒 マ伽1咽 禽 倒 レノイ肖W、 ζエ。て,(・欧

禍 像轍 鰍 の知4ダ 、嚇 兎搾 定弗的・〈作,て 禎,外 碗 編 突翫

嫡 蝿 麟 湾 採 繭 麗醐1二 水豪ぬ そ渤 てう、その観 確 輔K

触 帆 傭 砒5。 て 竃編 恥 ち騰 磁 が'脇 ・Lが 趨 細 娩 蛛涛

イ蜘 狗 の1蜴 が筋 嶋 。 幼 醐 が嶺 什 綱 ブ・〉鵬 ヒ・ぬ 。フ・ラ寂

、瓢その鰯 もヒ乃翻 のり!旨 ヅ作唱・二ぶ。てザ 瞭 繊… 飼,て 加鼓 帆噸裟、

可 う 。

駈 儒 窃 フ寡 が 蜘 筋 時 その甑 う多・解 噺 ・励 諺 如

憾 柔曝 稿 筋1彫 プラ惣 栂K翻 駄 臨 帆 勧 幼 蜘 イタ"、〉磁

敷 繍撫 備 聯 鰍 　働 言豪鰍 辮 、倉 畷 、・く,二 で、なプラズ'マの

一zy一



髭〕勧 エ角、v・ギ1が ノ誘夙11L脅、vギ/1二要蕨rを戯も渦醒Y・㌔茗う二・(ガでラも。

騰 編 ¢)で 、評 じ内に漁 しτくフ・ラ勲 畷 加 轍 ・碧 瀬 疎 妬範力

線 嬬 紛 斑 じ,そ 郎 エパ フ・ラズ'マ碗 鰭 と旛 駄 繭 イダ＼v磁

恥 働 繰 ・禰 脈 徹 倒 訊 加 マ聯1嫡 嫉 炎.ぬ 。

§3-30て じC一工馨〔置の概 略

して じレ エ 獺1調 軸 フ・ラズマガ ▽　雛 鐸,末 ・画 ゲ ・磁 細 ソレノイ ド

つイw,フ ラ、,肌%寸 一バソ(FC)厨 聴 織 て橘 勲 照 ・雀 働
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に 与 ク ▽ 寛ご!、v(6個)蓉 ヒ は,今 ク ▽

ワイ ヤ ー(3本)が 取 り碕1す ウ帆 又 診 リ

フ ラ痴 ンゲ 筋 究 、(測.狂 して,

H。oの赫 が滅ケ ヒ 躯 衡 訓XIσ 『

丁榊 丘 伺L鱒 。Pじ へのケタレユー

ティ朔 二凝 齢 的、融 薩 鋤 負覧飾

1～Z,x/6口87b歴 で わ う.。 ベ ノ そ レブ'は

齢 祓 血 擁 一タ線 ヒ嶺 倒,豊

彪 てうづ ヒ1(.エ フてr(ン の温 度 乏/00・じ

以 工K偽,Z～3且 胤 継紘 てろ了⑭.

3一 午一zラ 則鮒 各

ω 磁 物 定

吻 で僻 の磁 馳 磁 フoレ ブ舗

・、て須q更しrk。磁 夙プμ一ブ'屯プラズマ

塁 ・
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図3・4.各 質 量 スベ ク トルの真空度 に対 する変化

のヰ 爵卸 きで紳 入1可みヒ フoラズて 毛名bし 仁 リ, 冷 卿 し彩 り 可 う雄 所 ガあ'うが,

鞠 獅 能 撒 く,穏 別 鰹 を軟 論 ヒ・、。娠 脈 も叩 め博 伽々

く婦 。伽 プレ ブ前 フ的 駕 ひ、」 佃t愚,そ 硬 鯉 の麟K

臨 猷 で綴 レ仁 。棚 の踊 何説 分(臥5φ,5・)胴 瞬 鴫 胸 脈 りの

3有 飼に穣 借つイ、V毛取り肩 寸良3軸 プμ1ブ やプラズ て内の腸 騒t測 艮

てう仏 めの練 鉱づホ〉亀5.配;乙cれ 聞隔て為ヌリ碍1す良yノ域レ弁、vプレ ブが

あう祓 掬 イM氏 疏6猟 庫 匝四 激 幽 ζ。回 でわり,謂 の六

額Bほ ,つ イ、v噛 琶菊 議 界禰 間 飾 じ∫り齢 τく誘超駈'彪 πc籟 毎

回際 鉦 して 袖 ・スレ ワρ々 デ御 付'一 ・二お マ測 魚 τ砲 丘値Vか ら.

B・RC・V/(N・Se)の 式1二ざ.て 求 ぎる。zで,κ じほ積癒是敬 ,$eは 有

勧 断購 で励 。 そして,図3-Z赫 レ仁蝿 ぞポ 朗 ダ磁 帰 のZ鹸 ℃

測 延 レK。

(b)分 繍 更

1つ謙惣 灘鷺羅 条∵ 畠繁 堺篭総 語緯二羨繁
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② 斤細 陶藍蔭 ⑤坪'削豪}難 霞、 ㊤宿 竜ガ{L{}の蘭 じ2Lめ靖渦 ⑤平衡 ピ磯 巌

じ蘭 鮪 藩 痩 郁 の薩 的 ・甦 晩4轍 鵡 ら輪.一 蝦 ・ぐ 分繍 砒

命 弟暢綿 ・、舶 霧 の眠 胱 瀞 、し窺 その朔象・・可 翫 轟 磁'講 威 ・奄

って使 用支賦る纏 類が喫与ll,可 視綴,募 星豪タト分払縢 侵び榊 」本ヒし

て締 崩毛摩・、て《x縁/分 払密ず の う。

蕨 勲 伽 し両 秘 分払霜 よ 購 膿=Gε,1。 。型 分耀,田 、輪 蜘 業

望〔CT妨 哩 眺 物 がワ編 袖 の刺7・ 匹 ター(b梱 噺 鋤)で'め

る,臼 ε一亀。o哩/;〉も絡 ほ墓忌距離1肌 の1二/ぐ一ト型 回1鮭看:猫・}ム揚ゾ3りウ,

脇{勉 摂ガ3ヶ ヤ読 、vの弘電那 勉 ・弓争ふ矯 。弛竃別 定用(取 鵬 、雪飾 覧

釜鵡楕 嗜琢測 貸宇レビ塑 四1『 型で,象 島総蕨諺」艮1訴亨000β 有近聡 ある。ま

牝,観 別可能 寡諌暮顧 戯1冠ZOOO〃5000!ξ であヅ.逆!分 散 は83イ/れ 〃2であ&.

Cで一zy型 分 光 器 、譜 葱距能 妨 肌 であり.弘 誉余∬愛型ヅ∫、レニークーす型 .や

1蘇3,筋 諏3・4/隅 ぞ一 伽 誹 、vの纏 齪 財 勇 齢 がhる 漕

編 袖 簡7・ メータ㌔ 熊 髭蹄 泌 噸 可視 競 監 歌 置 只 駒 ク・メ
ータ戎 して畷 椴 縣 勧 で

,餉 盗}構 獅 短/顯 商 グ,矯 痛鰭

蔽 鋤 レビ のkl・6UH薇 用愈 て、胤 麗 備 に 麟 ラマフ・のス

ペ'7レ 、v縁 のプロアイ、vそ調 べうワヒ1二よって.,各ケマレ牙・レk於 ・↑る その厘ギ値

幅 が0.36～0.押 〆であうっ尾がち{敵れ3。 プ ラズマかろの払芝集莞てう影の.

肺 瀦 離 紳 臨 翻 諏 。れ ▽忽(怠 怠鰍3・ ・噸)縦 脈

(図3-5(¢)(b))。
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図3-5.分 光測定 の光学 系((a)中 間結 像法,(b)ス リツト結像法)
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表3・1.測 定 した スベ ク トル線 の遷移 と遷移 確率
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囎 ・訪 樋 蘇 只 緯 須恨 いく、緬 曳1く於収 糠 ぽ 入ぺ7ト 、v線の

ラ賑 懲 締 び齢 麟 にっ・、磁3-IKれk。

(C)彪:}易 蔑 ・電}騒 復測定

勉 綴 鰯 び窃 雛a・ の編 志,二 帳 、纏 ダデ、Vプ・ガ 海5。

で箱 輔 擦 謬:痂 ラ扁 そ鮪 覇 厳 撤 知う二硲 ズ轍 ・、.

化 長所 ガ あ う が'・ フoラズ'マ が 島 ラ匿」二再 う'し プ ロー ブ 伸 λ1二 苓7て,プ ラ ズマK

衡 航 歌 例,伽 岡 鯨 壼所 伽1,鱒 撚 飢 い。線 験で、9フρ
ヘ

ラズ マ も杭 乏ず,望 嘱 的 崎閥 的撫 能 の良 い,傷 頼性 め㊨ い レ1ず 一彪 ヒ∫うト
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線 諺 馳,3噛 尚 の ケ釣 ㌘ ティ薪7㍉慧,マ,/5～ ・ん ・魑 稿 う。

そ敢以 微.,コ ーティΨゲ崎 蘭 の∫官加 に件f5,て,碕 こマ氏侮 モ して ・、くザ,rも 藪的.
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1輕 値 訴 っ
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(b)プ ラズ碕 命 ヒ酬P了7テ 、ビそイ
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(c)鰯 灘¥勧 畷 の要5込
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3一 ∫一乃 メクシラ翫 の昇曙
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効 筋 、・惚 緯 の塑 派 汚 託 水葬豚 骸 ・魂}眞 し轍 歓 橘 、・,

鯉 ク疑 縁蕨 の伽 畷 叙 闘面 う知 二ぎILプ ラ液 牡 泓 して

、・う糠 凱 物 脾 ので御る。フρラ ズ て の う1ミ鮨 が メ ク く/1ヒ譲～λ て う 二k:じ ∫

っ 楯 しく郵 して1毒・・幅 ・、ニ ヒ、て漁 、研 鷹 蛎 ・5、、.醒 喩 塊,

和 イダ 、》醐 瀞 劇 定 筋 比1く エり.プ ラズマの ブ7耀 ティ託 ニター

レ,c無 セ 舗),c征(轍 ワA)のzつ のズへ・クhv繰6鞍 の髪 恨 調 脈 。

榔 一!・ ω ω 、二,その蘇 嚇 ず。懸 惚 緻 駁6・3ヴ り戴 混 λ轍
「
:70ラズ'マのア'7そ4ビ テ{が 傷 千 し1磁 、蜘 皮彫 蔚指叡 蘭数 的 ケ滅 薇t示 しヤく,ま

匂c琳 へ・7いv線 撮 縮 加 して"勧 ヒがわか う。 二の罧 、さ穐 吻輻

射 晦 ブラズ て1ニヒ.て'r尺餐fJ工 升 、vギ'一干咳裟 ヒ略 う つ'()ψ.デ 、スラプテろブ埼 煮
"翻 象

1二磁 獺 葭 の・覇 が 磐 ・痴 飢 塩 て・・㌃k臓 擁1蔀 しス、ゐ 。

団 ω 蕩 ・Lフ ・ラズて・牝 屠 伽 轍 糧 割 而 協 鋤 う穴 が'わ弱 。

　
CI1(4267A)

　

6with。uヒCH
41・5

望401・0

ヨ 　 エ 　

/ro・ ・・ ・… ≡0・

・li
w・・hC曝1:1

Σ ・

　 ひ　

00α20
.40600

t'ms

(a)

Magneticfield

wi吐hou驚CH4

卜 ＼,,..
0.20.40.6

withCH4

Q2
,,0含 、0・6

0

5

い
胴
で
コ

」
」
6

、

〉
認
切
⊆
2

三

し
A
U

O

:lll、

歪f亜

i

510

C'at。'。

(b)

む
図3-10(a).メ タン混入(C:6.5X)に よるCn(4267A)

スペク トル線 の強度 と磁場波形 の変化
む

(b)。 炭素の混jK.量に対 す るCll(4267A)と

C皿(4647A)ス ベ ク トル線強 度の変 化

15

一3も 一





CrU⊂313ZO義,

竃lm。{ド5》

19

1禰 、● ●◎ 鯵嘔●
/＼

●

 

醐
8・
5。
捻

ひ

§
亙' 昌

、..ぴ 。・℃_。_,.../'{● 、 ・

o皿 ⊂3047.1孟}

一　プ
●

一ノ

聖1僻 〔ド5,

16
一 ・一`

〆 ＼ヤ㌦ __一 〆 一一ミ

)、 __!・ … ▽

一
ノ

A'A

 

●

・o_

一'

虻
膨一 ●'●

欝欝
訊 匁こ1駕

ノw＼ 一_。かべ

＼津
聴 

'
ダ

、

mり
aoo
.600

るoo

200

鴨

縛鴨

三
辱諭O

2,01.0

⊂玉,

 

あ

0

』

一1.0

5

ノ罵喝鱈

{4861.3義}

 

β
H

鼠
へ

勢●
讐

〇一 〇-

6

「●一 ●"、

 

●凝

圏o'

・・r茅思{こず
● ●

`
卜

噛● 噛

鉢へ
吸

n●{F3,

鵬

{nV,

1器

三L_〆 一＼ ㌦

{

〆

_ノ 罰＼一..
16

亥ミこ=蛤
曾噸

,●'

」γr口

,

悔

、O

2

鴫。_。騨・,、'o、 。

201.0

⊂ム,

 

0

λ4

91 .0暫2 .0

 

個崩

,o、.
、㍉

8

、

、 ■,8

℃ 一陶,〇一6,◎

6

'章
諾
〆
加

●一
.●ノ

.、 輪
●㌔

ρ鳳 ◎'Or◎

 

＼
駈「巳、`

、

㌔'》 一。、

2
の

●ひ

へ

　

讐

〔
産
一

、●
幅.o●

一、4櫓o馳o_

2.o1ρ

⊂義,

 

o

翻

一1
.o

む くケ む
(a)Hp(4861A),(b)0皿(3047A),(c)Crll(3132A)の

各 ス ベ ク トル 線 の ドッ プ ラー 。ブ ロ フ ァ イ ル の 時 間 変 化

3-11.

 

図

閃
μ
`

翼
0
0
0

5
◎0
0

「
く
⑳

吋
、
■O

ロ
コ
0
①

μ
O
O

け
幌
O
O

O

O
H
H
H

N
O
◎9
り
。
①
'

oo
}…朋
騨◎◎…
洲
岬〃

O
H
H
H

O
目
H
H

O
H
H
H

O
図
く

O
目
く

弓
陣
H
同

弓
陣
H
H

円
h
H
H

り
2

り
・o
/

齢
臼
-

U
O
凸
噂

卵
..
邸
認

μ

り
O
噌
ド
・
りー

り
O
"
い
●
N
～

u
g
o
臥
＼

岩
。。
P

O
＼

セ

噛i
O

Ouヒe=一side

,'

"N点_
.

曜●
,096愚

ー

 
1

}
h.

i,9

ー

工nner-5ido

O
H
H
H

＼.
m
捗
図
H

 黒

・。
.
、
、

＼

肋
旨

H
H

L
「

ー

11

＼

書

5

ー

■

U

O
U
い

●
幽

り

O
凸
O

・
O

U
O
6

N

.
N

ロ

O
ロ9

n
。
M

-

肋
け
H
H
H

口
O
O
U
●噌

0辱
ト
H
く

回
ド
㊥
い
・
γ

貞Th
H
H

U
け
ひ
oゆ
・
い
、

弓
ド
H
H

U
り
O
り
・
◎りー

弓
戸
H
H

目
ド
H
H

咽
極
H
H

噌
植
H

目
い
一
H

O
H
H
H

O
H
H
H

り
N
N
O
』
-

U
"

∪
凸

.
い

……
…".…"

卿…冊陣●㈹"

O

/

1

甲瓦
3100

-
1

.

伽

＼

o
議

H

、

0
吋
H
H

、

ρ

H
H

■
●

9

ユ2009/㎜

O

「

U
μ
ド

①

匿
司

回
ド
N

O

.
ω

U
け

"
"

●
O

ー

O
畦
H
H

U
H
口
吋
,
P

ー

o①
ド
H
く

り
μ
"
O
岬
0

(`唖u四'㎜ 」孟uu

FC及 びブラズマガン内のプラズマ分光写真3-12.

 

図

一一3δ









碓 物疵λの根物 ・讃 廉跣 てコ・ラズ妓 段 瞳肪 融 究 ガ撤 猟 る
り

つ のラ」ラ云,二5リ,斤 纏 物 彪 λ の重匂 哉1密r[ごr5く.境 房イ子直 での互塾 摂び粒}の 損 皮

醐 悌 こげ 期徽 瓢 王肱 その初嫉 熟 して湘 磁 物 導規

試 溢 為 して崎 、

↑

。
・

8

-

8

り

6

2

8

4

0

へ
咽
」」
ミ
≦
Σ
司

」
Φ
≧
O
住

⊂
O
旧ぢ

一℃
O
α

一 〇hmicPower

盃唇1熟詳(市3)
τnQ3(ms)

06。1。

C6%

0 0朔 Q2Q3
time

0.4Q5
(ms)

Q.6Q.7

図3・13.0次 元時間発展輻射モデルによる不純物輻射量の計算結果

一4z一



参考文献

)1

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

'10)

1D

12)

13)

14)

15)

T。R.Jarboe;Proc.oflnt。Sy㎜P。onPhys.inOpenEndedFusion

System,TsukubaP.263(1980).

W.C.Turner,e七al.;Proc.of3rdSymp.onthePhysicsand

「「
echnologyofCompactToroldsinthe卜1agneticFusionEnergy

Progra獅,P.ll3(1980)。

C.W。Hartman;しawrenceLiver糀oreNationalLab.Repor七9

UCRし 一84228.

隔.Alfvengeta1.;」.Nucl.Energy,PartC,PlasmaPhysics上,ll6

(1960).

K.Watanabe,etal.;Proc.of2ndUS-JapanWSonCompactTorolds,

OsakaP.66(1981).

K.Watanabe,etal。;Proc.of10thEuropeanConf.onControlled

FusionandPlasmaPhys.,Noscow1,し 一12(198玉).

K。Watanabe,etal.;Prboc.ofthe4thSymp.onthePhys.and

Tech.ofCompactToroidsgCaliforniaP.164(1982).

岡.Nishikawa,e七a1.;Proc.oflnt.Conf.onPlas商aPhys.,

GoteborgP。273(1982).

U.C.Turner,etal.;」.App1.Phys.{茎 ≧,175(1981).

W.C.Turner,etal.;Phys.Fluids.2旦,1965(1983).

C.》 。Barnes,e七al.;Proc。ofthe4thSymp.onthePhys。and

↑ech.ofCompac奮Toroids,CaliforniagP・125(1982>・

D.E.Shumaker,e七al.;」.Comp.Physics墾,266(1982).

S。P.Auernbach;Phys.Fluids2塁,1108(1982).

C.W.Barnes,e七al.;Proc.of4thUS-JapanWSonCompactToroids,

⑪sakaP.23(1982).

H.W.Hoida,eta1.:Proc.of4thUS噂JapanWSon(:ompactTor'oids,

⑪sakaP.57(1982).

一些3一



16>C.W。Barnes.eta1.;Nucl.Fusion249267(1984).

17)T.Uyama,e七al.;Proc.of4thUS-JapanWSonCompactToroids,

OsakaP.1(1982).

18)N.Satoml,etal.;Proc.of4奮hUS-JapanWSonCo糀pactToroids,

OsakaP.44(1982).

19)K.Watanabe,etal.:inPIasmaPhysicsandControlledNuclear

FusionReseach(Proc.9thInt.Conf.Balti㎜ore,1982)Vol.2.IAEA

VIenna311(1983).

20>P.E.Stott.C.C.Daughney,andR.A.EIlis;Nuc1.Fusion15,431

(1975).

21)S.Konoshima.etal.;」.Nしlc1.「 唾ater.76&77,581(1978).

22)し.OrenandR.J.Taylo「;Nucl.Fusion17,1143(1977).

23)Y。Sakamo七 〇,e七a1.;」.Nucl.卜1ater.93&94,333(1980).

24)永 田 正 義;第22回 プ ラ ズ マ 若 手 夏 の 学 校 テ キ ス ト,p.54(1983).

25)山 田 雅 章,岡 林 典 男;日 本 物 理 学 会 誌37.1002(1982).

26)宇 山 忠 男,渡 辺 健 二;応 用 物 理 学 会 誌53,421Gg84).

27)池 上 和 律;博 士 学 位 論 文,大 阪 大 学(1984).

28)K.Yamazaki;1)rincetonPlasmaPhysicsしab.Report.PPPし 一1665,

UC-20b,g,(1980).

29)兵 部 雅 彦;修 士 学 位 論 文,大 阪 大 学 電 磁 エ ネ ル ギ ー 工 学 専 攻(1983).

30)林 伸 行;真 空24,3(1981).

31)河 西 敏,船 橋 昭 昌,伊 藤 智 之;JAERI-me瓢04596(1971年9月).

32)森 一 夫,加 藤 隆 子;応 用 物 理 学 会 誌52,192(1983).

33)H.V。 髄oida;PrlvateCo糀munlcation(1982).

34)大 塚 正 元;核 融 合 研 究53,259(1985).

35)藤 井 政 治;修 士 学 位 論 文,大 阪 大 学 電 磁 エ ネ ル ギ ー 工 学 専 攻(1982).

36)東 谷 恵 市;修 士 学 位 論 文,大 阪 大 学 電 磁 エ ネ ル ギ ー 工 学 専 攻(1983).

37)高 東 宏;修 士 学 位 論 文,大 阪 大 学 電 磁 エ ネ ル ギ ー 工 学 専 攻(1985).

一44一



38)大 久 保 和 俊,etal.;プ ラ ズ マ ・ 核 融 合 学 会 第2回 秋 季 講 演 会 予 講 集

9aB2P.151,(1985).

39)G.G.Dolgov-Savelev,eta1。:inPlasmaPhysicsandControlled

NuclearFusionResearch(Proc.1s七lnt.Conf.Saltzburg,1961)

Vol.2,IAEA,Vienna941(1962).

40)中 村 一 男,他;核 融 合 研 究39,121(1978).

4D井 上堅司,森 茂,田 中正俊7核 融舗 究14,51。(1965).

42)C.W.Barnes,etal.;しosAlamosNa七iona1しab.Report,

しA-UR-84-3667(1985).(SubmittedtoNuc1.Fusion).

43)宮 本 健 郎;核 融 合 の だ め の プ ラ ズ マ 物 理 岩 波 書 店P.191(1976).

5

44)R.A.Hulse;Nucl.Technology/Fusion3,259(1983).

45)D.E.Post,e七al.;Atom.DataandNucl.Da北aTables20,397

(1977).

一4 .5'一





2ch.CO2巳aser

interforometer

〒

・嘱 ・軽

国
$pectrて)scopy

UU

1

、

F

ト

ー

-

晒
韓

田

Magnetic

probe

d=OO3なn)

d=0.12(m)

d=Q18(m)

転Central
conductor

図44.中 心導 体付 プラ・ソク スコンサーバー の概略図

柔!Z.P毛1ド,3Wそ:,ノ ド,(3そ 二/ド ℃ロ浄{}ミ。Dモ ード(薗 什一z(α)(b))1な

レ 加 吻 叫 繭 で フoラズ'マ路 激 掬 鰯 タ6っ ρ緬 う。Pモ ードのフρラ

惣 は 伽 〉キ'一・鵬 め灘 込 め 擁 しく航 して・・諺 め.牲 帰 了期 憶

偲 ば 筋 塩 ・・。P名 ド ・評 し、ハ 縮 伽 ら滋 聯 鋤 が漁 く毎 定

1つ蝸 究 爪 言敏 し望・・⇔ イフ・(・灰 閥 臆 め 働 腕 餅 砺,7翻.の

・伽 が瓶V
l五,厨0▽ スへ・7}、v㈱ 簸 が 魚K爾 取 禽・翫 鈴 更乱

舶癒 筋 舛 フ・(b)が励.ω のタイフ略 轍 移 酵'鵜 畷 幅 か・玖 嘱 えち

敢・ひ。5W毛 一ド(団 今,乃(c)(の)、 悪56・・デλスラフρ宇づブ・クーミ芽一セ3{/蜆線語残 交

弧て・・つ力・㍉フち ズ て待倫 浩幾象r～畝 て・・う ・ その噛 望〔は 乃嶺男髪 の 碗%諺 》K

楓 納 働 ガ見ら輪 つヒで 窃 り,二 の鬼 象1・っ ・、て、轟 輝 以千～轡紙 毛も

査 鮪 。 ω ヒω 乏＼低 そ の麹 託 ・獺 椥 醗 輔'亥qて 、ザ馳 ・ ス いも。s

毛1ド く図 年,z,・(e、)ズ1窓アっの尚 うミ的 重動r2.后 須q定識r晦 警二見 う・レ～ず,曾 ・IHI之的 、～

守 勧 プrブズ マ て殆ズち 仏 う 。 二淑1ラの3ワ の タイプ の溌 庄 孝 の・ヤ 心導1か佐 λ

一姻 一



(x1019){ω

曳35
(m)

0〔
Bpl

lkG》

0

1
0V

(orb,unit5}

Oo

t(ms)

(x1。19)(d)

延5

(㎡3)

O

Bp1

〔kG)

0

10V

(orb●Uhits)

L一 一

一

(b)

}

石』=:謡 向
τ

一 ↓1

一

lo

(c)

卜 一_、
....1_▼ 一

か 勒 じ

匹 こ]区;===]
O.50 O.50

t(ms)
(e

・し
__

＼ へ
._TT、

,膨1,

1L一_芝 一皆へ・,1,伽1

0.20.40.6
t(ms)

O.8董.0

一

「lIo

一

一

11、1

。罵 コ,1∠ 謡 。.81.,
t(ms)・.『t(ms)

む

図4。2.平 均 電 子 密 度 及 び 磁 界 波 形 とOV(2781A)ス ベ ク トル 線 強 度

の 時 間 変 化

但 し,中 心 導 体((a)一(c):無,(d)&(e):d=0.12m)g

(a)&(b):A-mode,(c)&(d):SW一 而ode,(e):S-mode

1痛 殆 イ衣雛 琢 毘 のifk4-1で 励 。 考rくVleayutewkく 伽 べ

τ勿 ザ 動 一う で 励.頼 恥 麟 λ 軸 て い・δ・・蕩 念(改 づ・厭),pz!v"の

フ9ラ貿 罐 畔 、笥 ・4・で励 ザ 底・・./Zm ,・.1纐 弱 易心 溌'津'3・Of・

であ つ,!完,～ 毛 一Frs距 。vadiWhk),瑳 瞬D4。 で の う が,de無 く

〆 ●

表4・1.中 心 導 体 径dに 対 す る3つ の モ ー ド(D・・SV・・&S'm・d・)の 発 生 率

鴨 是。呈f、h。,,Dl署deS"1翠ldeSl零 曾delt・ 】lt2't・1
μSjS

d=0皿

d=0.03m

d冨0.12m

d=0.18m

〔FG-D1)

100

52

45

140

0

7

0

0

3 O

1

2

6

7

0
ゾ

8

8

0268±75169±44

2323±60187±37

18390±80163±65

14372±51150±34

一4」9一



u、 、く:レ・し、二;.ス 瑳 、…Lして くrう.つ の叡か弓、・キ鴨 亀～弄吃挿 λしヒ揚}{≧》㌧

gw毛.ド ガ寂幽K鰯1ユ 猟 マ・・う 穴 が 畑 も.諏 的 蜘 の眺 爵 殖 、

、で れ 短 く脆 究Kエ り,産 鍛 セ＼,戦 ⑨ 撫 鋤 砺.瑚 ㌶

議1季 痴 堂伽.伽 セヤーρ5碍 伽 簿 物 琵 が鰍 ㊨。

・4・,う一フし ずイフ、ラブ そ4フ^・9一ミラf一ミン3▽'Y痢L:}q負りζ一

Fじ へ の 身7シ づ一ティレグじふ,て アラズ々 ザ終霧如二指蹴rゐ 硯匁 が'糎躯
'L二i伽 ヒ

。知 符 錘 硯 馳 嵐財 ・色《湯 憾 撫 閑飢 マ"う つ戚 轍

的 嫁 欧 が.餓 の糊 、御 盆 渡L職 糊 鵬 撤 縄 輝 廠 ち嶋 。

鵬 バラ畝 、竹 タシつイ 種 グ、づま肝 じ脇 勃 敷}の 甑 λのイ断,観 蓼5

胆 レ歓 そ碗 催 禰 ぜ繍 磁 弧 薯)1擁 毎 窃 ・L弘 ら磁1キ

彪で賄 商 駈 ・」、・で.デ 杁 ラフ.ヲ、ブ・ターミ㍗ ヤ短 ハ痢 銚 敷}隊 囎 劇

欄 硫 舗 恥'鋪.鋤 一伽 霊.テ'・・スラフρ弘 ブ・9一ミ芹 語 謡 勉 爵知

t軌 漁^飾 難 ♂Yの 拐 灘 辟潟恥 《融 し搬 糊 ろ脈 繍'

3りう 。

0.4

一b

4

α

α

　 ゆヨ

鴛
」70

.2

d(m)

3Q
(
ω
∈

)

㌔
一

Q2

Q1

　

=:二1:翻
.曙:
σ勘

O
獄
暢

》

o

■

O

O

●

●O

●

。

o

●

O

●

●

●

●

。

。。

。。

。

8●

●

●

●●

o

●

・

●

●●

●

8

●

G・

●

●
●

●

●

●

●

・

0
0QIQ2Q3Q4Q506α7Q8Qg

tter(ms)
図 牛3.ス テップ ・ワイズ不安定性の発生時刻t1

の中心導体径dに 対する依存性

図4-4.五eの 減 衰率te暫1と デ ィス ラブテ ィフ㌔

ター ミネー シ ョンの発生 時刻 娠 。,.の相関

(但 し,Lは 中心 導体の 高さ(d=0.18m))

'一4『 τ





旬D

Q5

0

(竃

竃

3
Φ
℃
.δ
乙
畠

m

O5

0

(窒

側
9
さ
Φ
`
.(O
嵐
)N
OD

Il
鵬 一_

一℃

＼・Bz

。ざ報

＼Vd
卜

一Vth

l}mode

ll,▼一.,,r.▼ ,
一

曾

一

50eV一 ゆ

(了e。,30eVr=

10eV→
,

1

一

一

B
/

ne

2.襲

z

SW・mode

r～)離 1 霊

顧

喩

一

111

一

45

璽

ユo『

塁
t5

:要

0

4.5

璽

ao『

覧

t5こ ～

面騒
ヱB

/

恥
ノ

鴨
昂

6

幻

Q

㎞
・

脳

㎜

02

10

05

0

塑

落

看

`
.(9

N
口

O

0

4.5

範
a・『

琶
1・5

9

端
図4-5.電 子 の ドリフ ト速 度Vd(磁 気軸)の

時間変化 の各発生 モー ドに対 す る相違

図 中,V痴.は 電子の熱 速度

労 で乃 切 兄A・.・、購 禰 での… ダ、磁 騙 畷 蝿}雛 、e、縄

}の 麟'妖 賢 物 う。剃 歓 ヒ旋 ℃B七.・願 灘(・エB慰 。嶽5β 、禍 ∂.η,。

の測 面 緬 。て、、・香・・が,百,の 鯛 断 刎 磁 謙 ㈱ え・湘 ぢ一1ヲ・砂)がラ.n。・

頑,頃 伽 締 巳伽 。幅)式 徹 漁 ぞ観 し,餌h淵 刈0ぢ虐

ヒ 《比 戚 う ヒ

5二 鵠 「 ・伽 〆
β冬

士
e

噛η

(タrz)

脇 傷 づ ぞ 、う 、エドリフ1つ⇔ メータ(躯 鮒 一ミィ▽ゲパフメータ畑 欝 輪 。

ち繭 獅 あ擁 踊 ちしモ態 筏 が て綿1淑 的翻 ぞ・pi枢隊

ち層 脇 鵬 栖 ろと老鰍 勧 ・勃 伽 繍 二命潔 歓 ・、噛 働 麺乏

鮪 鞭 段断 仔錘 輪 飾 繍 的鰍aが勲 れマ・圏イよn帆 磁般 動・轍

一h一







参考文献

)

)

)

1

9
白

向0

)

)

4

FD

)

)

)

nO

7-

8

9)

10)

11)

12)

13)

卜1.OkabayashiandA.岡.卜1.Todd:Nucl.Fusionl9,489(1979).

S.Kaneko,etal.;IPPJ-743(1985).

卜1.Nagata,eta1.;inPlasmaPhyslcsandCon七rolledNuclear

FusionResearch(Proc.10thln七.Conf.London,1984)Vol.2,lAEA,

Vienna655(1985).

徳 永 道 広;修 士 学 位 論 文,大 阪 大 学 電 磁 エ ネ ル ギ ー 工 学 専 攻(1983).

N.Sato蹴i,eta1.;Proc.ofIAEATech.Commi七tee卜1eetingon

AdvancesinCompactTorusReseach,Sydney(1985),underpubli-

cation.

C。W.Barnes,etal.;Nucl.Fusion24三,267(1984).

Dur七 〇n,eta1.;Nuc1.FusionSupPlemen七 塾,903(i962).

E.P.But七andR。S。Pease;Culha獅 しaboratoryReport,CL卜1-R30

(1963).

N.R.Ainsworth,eta1.;inPlasmaPhysicsandControlledNuclear

FusionResearch(Proc.7thInt.CQnf.Novosibirsk,1968)Vol.1,

lAEA,Vienna299(1969).

H.A.B.BodinandA.A.Newton;Nl」cl.Fusion20,1255(1980).

N。T.Gladd,e七ai.;inplasmaPhysicsandControlledNuclear

FuslonReseach(proc.10thConf.London,1984)Vol.2,IAEA.

Vienna619(1985).

岡.Vamada,eta1.;Proc.oftheUS-JapanJointSymp.onCompact

TorusesandEnergeもicParticlelnjection,P.171(1979).

H。W.Hoida,e七al.;Proc.ofthe7毛hU.S.Symp`onCompac{}Toroid

Research,SanもaFe .(1985).

一號 一





●●●●●●●

・
9

●

1

●

O
O

O
O
O

Sggxid

ε8艘t。,

ii

ii

、。,m躍欄

鼎 遡 」

＼

,
〃

ノ

イ

'

曽暫ic

剥

1

凸占占乙占占噸_S♪く」

7ch.SBD

ノSp㏄t・ 。sc・py

〕

奪

Fと呂ζ
。,ve,

カ ー

ー
r

I
ー
」
ー
ろ

「

層

0.04m

1
2ch.COλ1αser

一interferometer

α1m

.図5-1.磁 界,分 光,軟X線,平 均電 子密度の空 問測定系

め

・・ヤ磁 う庵の・6、、千し磁 伽 ・轍 、=於、1て,負 磁 赫 協 ニエう3・・〃

1如 イ の諏 骸 の御 綴 ・鯨 ペクト、v線(OT(630λ),0∬(/・3zバ))祠

淀崩 鴛 湘 ヒ翫 櫛 馳 轡.の 繍 ・肪 橘 胤 τ(。

〔3〕納 鰯 礁 測 影

1繍 、vじD。レずし綱 がる緬 轍 訳,餉 、・講K,b・ ・.z一ム36

肌 灘 し。制 齢 で 卑編 ・}骸 振 の望閥碑 ラ眼 乏緬 ・哲,粒 翻 の

醐1ユ 良醐 、∬ ×1.Dl㌦3であ瓦

一亨6一



(附 ・八)穆 教 駅 、・う。 プ

ラ 惣 かちの 塒1谷 つのA囎 ヒ◇

リ つ 磁 楯(,・v1D。A随 乱 し,

鰯 乞 雇qb。 、μm・)じ λ塘阿 う 。 そ二

で、,{竃:}・示〆、vラ窪(.lM考1リ3.76

eV⑦ 班 ・〉ギ ー が 磁)・ が 作 らes,

両 歓 痢 、・痢 戯 磁 脳 了 ス 電

丘 ←9・v)じ9,マ 罐 極 問 、ニラ1

窒n、朽 鮪 比 じ鮪7訪 葛易・昏

面 し㌧ ダ訊 轍 暇 蝕 桐

軸 ゲ ゲ 酬 琴 。て セーlvド ルー

Aへ 仏 激 帆lol、,ヒZ陶 。いa
ゆ

の390ハPデ ヴ タィサ ー1二 λ 力 芝 甑.

Nピ(ン9?01哩 マイ ク ロ ・ユ ▽ ピ エター

1二一さ っ て 一),Nhスク フ〔1・ソピ ー1:老6敏 さ

5,Z_Z教)ほ 毅皇簡 恥却 須へ庭

ワ 伽9贈 轍 伽 悌 やPi。 よ・・(3即 聯 腐 沌1蜘 民 軟 焔 豪茄v

UV頷 戯 伽 プ つ短 肪 の 惣 廠 菰 脈.以 復,5BP儲 牌 鼠 線f錫 工9.・

℃匁祝 てう が,VUV芹 恥戴 蝋PλyOeV)かbの 払 蓄危 」e二とK註 鷺てi)、レカマク

望験 ぞ 懸ク7什ゼΨ升》の ららP誠 払黙 笠用 ・、権 肉節術 スラプウ3;レ機 櫛 解 礒彊A杉 あのフ。

譜灘 鰺鞭緯 藩 諮 霧繍 麟 擾
彪面慮 ・防0猟}で そ磁 画 蝿

雁 灘 敷 歓 して伽 ミ助 聯);GR.UND僑 購
WAFER

撒

T

wコ

hv

＼

「調D
;一90V

/
Tτ

了

(α)

P脚

f
CTIVE
「AMETER

・A襲 ・ε… ・曾・、

A

RIKΩ

→V。ut

(b)

図5・2,(a)SBDの 構造図(b)SBD検 出器系等 価回路

甑.う 。 そ の嗜・価 回 路 芝國5・ 一Z(い に赤 可.。56P痔 敷メ函象 ・領域 の:工矛 、レギ ーそ

祷 ク%}歎 呵 ・・侵収 筋 が』,/0ん ・ソ以Lの 飾 〉ギ ー循 ・光}・ 魂 婦 噛 一

珍 して し蓼 う 。 蓉 セご,侮 工え 、vぞ/弘`}笠 蓮 る移lbの フ1、vクー 地して,浄 り い い の

蔽 謙 灘 購 魏鍵1、射唾 蹄轍
眺 一躰 伽 ▽ズ、vの柳 齢 痴 鶴伽 痢 ・り5P蝋 シーもレ瞳

一・ぢワー



1

コ　

10

-2

10

2

を.3

10

コゐ

10

-5

10

0

図5-3.

101001000
り

λ(A)

SBD検 出器系の波長感度特性

L

闘
・5【5図

,
嘘

磯 浩se,ver
' Center

1 …

1
旨

Conducter

・VaG」um

…

I
i

Cham_
警_ber
:}1

昌 1i

…
舞ii

し
il

…
「

一 一 一

;
1一 一 噂 一

3 1;

、

1 il

二ξ

E

昌昌
目 二 ξ

岡暗騨 ㎝e

SBD
7 6 54 3 2 1 (7ch.)

田

一
一 騰 トA/D

C㎝verter

390AD

}

Micro

Computer

9801NE£

0」m

砿,図

謡
.

F

軟X線 の空問分布測定配置

'糊 聡
・溜

,l
t

§

県

巳剛
奮

㌔、

ー

;
ー

蕪ー

軟X線 及び平均電子密度空間測定配置の写真

一 ぎ8一





(晶

刈0195

2.5

謁`

爵。(r=Q32m)

刈げ亀

25

0

6。(r=0・24m)

lmV1

60

0{
kGl

1.5

1

0.5

{mV3

S。X.1(r=Oj7m)

の

Ol皿(3047A)

0
0

P
B

15

t
05

(ms)
1

lmV⊃

5

O

lmV}

40

0

{mV⊃

S.X.2(r=0,20r畑

S。X.3(r=023m)

S.X.4{r寓 α26m》

図5・6, BPg五e(卜2),S.X.(1鱒7),

の 測 定 波 形 の 時 間 変 化

.20

O

lmV}

る0

S.X.5(r=0.29m)

0皿,&OV

O
lrnV}

量5

O

lmVl

S.X.6(r=0.32m)

8

O
lmVl

書00

S.X.7(r・035m)

0
0

　
OV(2781A)

05
t(rnS)

1

一60一



100

50

(ε

滋

＼
誘
笥

0
0

　 　
・Oee.8

・ 。 亀襲

0

●1sx(r=0 .26m)

okx(r=0 .23m)

50100

△行e/恥(01。)(r=Q24m)

図5-7.不 安定 時でのIs.x.の 振幅変 化の割合 と
五eの 減少の割合 との相 関関係

図 ケー8【・)(b)・二醐 軸 ・二%vヒ9.x.競 ラ筋 艦 画.レ ヵマ7察 蘇 で観

測 軸 う～X.傷 励 饒翻 磁 動 なm・ 。.n二・毛一ド称 し,多二1妬 ゑ矯 の所 で

棚 薇 輻 る 。鰍,そ 甑 に%循 して個 毛一ド^纐 腫 畳 して、、る'諒f

陳 畷 ≧1硬て一輔 ・・スァラ毛繍 寝鮒 毎 嗣 ハ獅 振動戯 則づ賦て"謝

鞠 噺 クの鰯^晦 霊見殉"圃 餅 で礪 の 卿 が栽}嗜 の搬

払レ し指え輔 て・・う。線 徐 で観別 姉 う編 観 毒略 ・肌・o,れ二・の'鶴 そ

肯 ・てい冨 摘 縁動 さ蝦 込賢 て、・でδ・・.脈 ノ灘 購 伽 鋤 昌の孜転a

竃、・,フ の鞭 、谷ovス ペ7}、v繰 老島、硯 蝋 る罐 禰 吻 ∫乞戯 堂積　助K

編 べ威 ・う同鯖 既 驚 我 砺 雁 参細 耀 ・ね 隅5一 フ秘 り。二の撫…

尿 は 纏 錘1繭 納K轍 レて 》 ちザ 描 り嫉 内ぞ励 究 ♂ して

・・徳。ろ旦レ,ヲ、X.彪 擁 後 の蛍動 の搬 モ ム1～丞./エ～メ蔦 磁 軸濯組(r・0.Z6㎞)

ぐ翫 費 パ ・・う。

一6レ



(
.⊇
ε

石
&

　の

誘

一

_一 〆

飛
＼

＼

＼

＼

こ

＼

＼
、

＼

＼

γ

r=コ7

02503Q3504Q45Q5

Time(出s)

(o)

(
ゴ

.d
)

(
∈

)

0

3

2

2

石

仁
9
の

仁
O
冒
σ
り
O
」

62

誘

一

で
」
O
£
Q

Q
》

∩∠

2

3

.35

n=Ooscilαtion/

0αQ2Qβ0.4

Time(ms)

(b)

図5-8(a)(b).S.文.信 号波形 の時間的拡大 図

r=」7

20

宕
ら　ヨ　

箋
.26看

釜
.29℃

糞
.32り

.35

Q5

図 ド,9ω 蘇 嘘 ～.燐 ㈱ 伽 諏鰍R・0モ ード)ψ・彌 略 文ヒ乙・・伽)

《プラズ凌 がλ第 融 がら⑤有謹動 毛赤可ニヒが㍉わか急'

図ザ.10、霧 掴 勲 ・伽 螂 へ・クhv繍 締 武)の鰯 祝 称 図 ケ

ー〃、二〇螺 へ叫w繍3・6う 氏)の誘 灘 痢 ・孤 瀦 加07線 礁 漸

の難 のド。ッ箇 、ニノ蝋 愉 編 吃聯 獅 話 碗 働 徽 ヒ礪 ・擁 へ

1解 灘 畑 噺 偏 鵬 ・づ∫う轍 伽 ・鴨 い二∫伽 慮 ら昏へ繁

仏Ow縁 磁 灘 約 癩 似 磁 甑⇒噺4,碓 して・・る。づ鵬 の微 物スペクト

W翻 師 碗 獅 でのδ訳循 間離 轍 頒 函 矯 伽 も・

髭3,z靴 線鶴 ・.平編 稀 段の咤鎚1瞬 の軌

3.渦鵬 派 の湘 、卿 漉 離 う帆 調 べ鼠 彫 一/之(・)ωω ぐの ほ

一6z'



L
1

0

(
O
エ
)

α
ロ

「
」

[
げ

「
u

」

0

0

0

2

書

0
0

0

0

4

2

2

1

(2

5

血
」。
)>
O

(誓

5

d
b
)>
O

{2
で
暑

」ロ
)≧
O

,～～
Bzlr・0・12m.z・ 一〇15m)

Center

隔W・ ・(・≧…m・
へ

導噸 照
し

械 Walt(r≧Q34m)

、》曳
～ 〈、

OQ20ハ0.60B1.O

Time(ms)

図5-9.プ ラズマ中心 部 と周辺 部(q<0.5)で 測 定 したOW(3064民) .とOV(
2781A)ス ベ ク トル線強度 の時間変 化

1.5

で31さ

αq5
口

o

警4

5奮

2;

00

2

1

0

つ
鑑
霞
コ
,』
」
O
)
=
O

図5-10.

0 0.2 0.40.60.8

Time(ms)

1.0

む む

Oll(4415A)とOV(2781A)ス ベク トル線 強度の時 間変化

-

o
み

ー

(O
エ
)
α
ロ

幻

(㌔

)
Φ仁

(

0

1
(い
=
に
コ
ム
」ロ
)
>
O

0

1

0

(
い
ご
5

.Ω
」
o
V≧

O

00.20.40.60.81.O

Time(mS)

む む

図5-11.OIV(3064A),OV(2781A)ス ベ ク トル線強度

及び平均 電子密度 の時間変化

一 ζ3一



5

34
ε3

2

話
1

0
.09

t1=150(芦5)

t2置170(PLs)

t3=220(μs)

2t

b

セ

.17.20.23.2629.32.35

r(m)

(α)

5

34
ε3

2

蚕
1

0
.09

t4=270(μs)

t5=286(μs)

t6=294(μs) 5

4

t

t

ノ

17.20㌦23.26.29。32.35

r(m)

(b)

3

2

(⇒

o
)

蚕1

t7=330(匹 」s)

t8=360(μ.s)

tg=400(ps)

q
り

8

t

t

7t

0
.09」7.20.23.26.29.32.35

r(m)

(c)

図5-12(a)(b)(c)(d).

3

2

(
づ
.σ
)

亘1

t1。=440(μs)

t11=455(μs)

t12=470(ドs)

七

t12

t10

0
.0917.20.23.26293235

r(m)

(d》

S.X.強 度 の 空 問 分 布 の 時 間 変 化

斤磁 畷 嫌 撫 磁 輝 鋤 の麟 澄廠 の鶴 服 蝋 二9.磁 解 筒

斜 ハ竣1もの縁 き硝 面bり吋 し憾 ので励 。ス7㌻・マク】鍼 鹸 のt,・/よo

メ～で1説 藪的 レr。嫡 飾 励 成して・・鴇 ハバ.キ、頑1斥籠(v・ 。.'城 ・

の締 ・謝 匹諏 磁 軸 笹 で℃〃一7k蝸 知 諭 勉 形 簡 も。コ・評

し恥 轍 で・・ある天餐鯨 ・、v(亘奮稲 皿)の 杉め賜 が諺鵡Qdう"爵 ・

畝 踊 爵 礁 蹄 ゐ.物 微 碑 魁 の廃獅 ・).キ、噺 での急加 ラ晒

、場 繍 和 物 駁 咽 瞬 での麻 ザ見獅 ・輔1'つ ρラスヤ、壷 磁

幽 疑 慰 ・ξ、・該 して謙 の蜴 渦雁(tワ ～t・)で再 砺 のノ涛 薦 熊

一64・ 一



献 う 。

雄 動 普「竜〕の7(ン 内、のスフニロフ ク 感 了 一べ・・v頭壊 、二Σ。ス 彦〕循99で 話 絃援鋳 沢

てう弐 、窒難 い ㍉ そ・ズ ㌧ マ紙 て"繭 縁K,3、 緬 鰍 痩ガ 五・が客乃桑、・緬

rで 鷺 し ・・ヒ4却建で'㌘うヒ可派ば,尚 所 値1二 暖矯粂 でr芝2>・

現 餉 ・ エ.ψ(夘

孔e(年)・R。 ギ(タz)

ひ
つラ て,工 。,γし。 、で 乃姦礒 軸 での9.)く乃蟹ノ妥tneの ∫直 で あ う,工 ～.,,〈年)・しne(卑)

ZXnr/-V"tで 箱 叡 竹 毎へ 豪 繍 直諏 飛・魂 甑 、膏 ・て靭 昏鍋 二Y、二Σ・),

エ。,n.,e,Y/i*め,P酔 鞠 財 の9・ 雌 ・/it(n・ の 局 緬 鴫 厳

ろ6鴫 ヒ.但 レ,五 ・、網 嶢 郷 色ズヤ蒼・・τ効 β セ3・ル ハ3㌧ 匹 田 畷 処 理 しマ

・・う.図y,t3、 、)くb)、二 その締 泉 嚇 可 ・ 二の棄鰭 果 ・う 峯9,5、wi。 ・槻 象

施審 可プ ラズ ぐ1'3.9帆3竃 巌 分や とncZ分 御Y毛V・.t91紫 ▽ク曳1行 巨忙・も示 可二Yが
へ

聯 脇 ・て(・二魂 象肝 幽 ＼髪認 鵬 醐 脅鞠 鵬 が伽 彼
1・,麟蜘 ・7・'7ズ卿 鵡 称 輪齢 嶋 晒 総 嶋,

t
3

2

1

06

0

1

β

Is.x.

図5-13(a).

240280320360400

tIFS⊃

(凶
ゴ
}
浜
=
胴
仁
2
`
噌
噌o
u
2

.x
吋

6

5

`

3

z

ー

鵬

加

.驚

バ
/
蕪

ガ奏
呈騰 璽鵬 鋤 囎 議 程の時間変化 混 ・zo論 ・36姻

一 ζぢ 一



1.5

1

Y
O5

ne

100150200250300350400

t炉s}

図5・13(b).FC中 央 面上で のneの 空 間分 布の時 間変化

とピーキ ングパ ラメー タ γ の時 間変化

」22!i鷺
、36

ロヨロ

2㍗

'5隻
・・

300、

19
翼聖

る

,竃

2♂

9

100

ぢ,う一う 乎衡 顔己伽 嫡 間 的 踏辰

スフ・畷7西 術 棚 撒 誠 裂 擁 峨1† 硝 尚 醗 ノ勧 藤 狂 鶴 プ・づ 唄

"て 調 彫 肺 果 灘 砂 の 嗜徴 的4鵬 ・、そ観 蓼鵬 読 が て・・>Vtr.。

ぢ今ペマ忽、vth急夙フOUレ ブ2Pし キ択強:でb方 飼K走.ゴ且k胎 二〇.冴')o,37nt♪Yb

慨 時 。鮭 訓 ダ 、v鵡 .の穂 乏 跣 欄 足レ,r・KStの 鶴 筋 工蝉 の

紺 劇 欄 ぺ 働 がEIS15'IZFz",a)':〉.'七 ・z・・y・・Sにox?,・f3Btの 唾 臥 ・,軌
へ

M関 惚、iSF。ra-VrU・ ・rs#t一 ド照 似一、)薩 つ"・・k*めv一 ・1郵から,深醐

雨 勲 而 スフ£917Sts"')、sx"ソ 聯 《即 ・命 や →帳 の騨 立 曳劇)1二'か

衝6つ弧 帆・1Ni・5)ぐ 励 久 が,碓`袖 で物 。

磁 牌 醐 肉側(tkD,z牛YrL)i・ フo・一ブ 麟 λ筋 ℃MワY7TN'5r・iが 慨 し

て レ豹 励,プ ラズ'瓢 働 嘲q講 ・・嚇 魏 く・ぬ 。そ礁 め.フ・ラズ調 琶舜

の4並置 〈図511へ(out>ヒ ろ(1匹))ヤ ニ 置 、、仏 磁 夙フρ[コ'ブ、二ぎ1),莱 ・ロ4ダ、〉るあ募の

鍼 叡 恥 馬 恥 の 承叶Uイ ブNN,・7fiXSNPii'(St.)n,St.・edr)毛唄曜 しτ㌔ 徐 則

一66一



1

巨Q5

●

α=1

α=15

α冨2.2

00・051

Φ

図5-14.Bt分 布測定 か ら求 めた初期平 衡形成時 での1一 ⑩ の関係

録 駅 そ晒 の鼠 時 恥 牌 ・ば.跣 ・"/D1.酷 脈 緬F・ け)隅 ケ

ー15①(・)(3)1二 尉 ・雛 ・募灘 ・爵 徴 自購 跡 して・・谷・瑚 の蔽 確'玉

尼 活 プラズ《推痂のメケミ、二比、観 てうザ1舌、ざ、執V乃急玖面)二の位監でラ則更し・し蹄漁

Y恥 嚇 同蠣 癬 で乏瞭 鰍 髭えら嶋 じも栃 す〕賓の工照 兄・て計急と《ワ

甑・憶 鋼 窟 力・ら・餉 鞠 身磁1ぼ 搬 く嬰稽 レ《、鮎 改 徽 勧Y撚 舶,

為 晴鰯1ロ 、球 副 勘 編 劔レの復K・ 画 ・勧 う麟 指 鍛 崎尚K転 らべ'非

畝 難 ・・醐 ス隔 でか 只・1趣 ・)輪つ匝 蜘 伽 ・姦 魯 顧 で給

4躍 で磁 嚇 伽 蜘 のイ覇 瞬 考徴 が励,へ の位置で簾 比5r。劒 計

5樽d。凱 の疲 働乏釣 ゲ そ螺 タト・縄 腕 蔚..こ 晒 の鄭 、敏 財 鴫

灘P一猫 ゲモデ・v鵡 緻 県 く一知 る。

一6マ ー



停

1

(O
X
)葱

d
oD

0

(rニQ335m、z=Om)

((ユ)

◎曽
1

薔

0

2

1.5

α:1

0.5

0

0

(「=0.12m,z=一 〇1m)

(b)

Ro
ヱ___

一 一 τ 一 一 一

Rc

α
一1ム5(c)
←22

Q2Q406
t(ms)

ω

-

∩
V

(
O
ヱ
)
"8

d
山

(r=Q335m,z=Om)

(G)

δ
さ}1

ξ
εコO

t5

α:1

0.5

0

0

(r=0コ2m、Z=一 〇.1m)

(b)

α

←t5

←2。1

-

∩
V

-

(
O

エ
)
}8

.α
口⊃

(○
詫
)
3
2

m

RcR。
_」L_

040.6

(ms)

(r=Q345m,z=Om)

《α)

O

Q8

Q6

(C)α=04

Q2

00

(r=Q345m,z=Om)

(b)

経 ノ

0.2

Ro

_∠

(c)

α

←1.5
一 一2」

t

020.4σ6

t(ms)

{2}13)

図5。15.磁 界Bp.out,Bp.in,Bt.out,&Bt.inの 波 形 と そ れ ら

の 比(R=Bp.in/Bp.out(1),Bt.in/Bp.out(2),

Bt.out/Bp.out(3))の 時 間 変 化

図 中,α は ピー キ ン グ パ ラ メ ー タ

一69一



参 考 文 献

1)1く 。Watanabe,etal.;Proc.of七he5七hU・S・ 一JapanJointSymp・on

CompactToroldResearch,PrincetonP・29(1984)・

2)加 藤 裕 史,etal.;プ ラ ズ マ ・ 核 融 合 学 会 第2回 秋 季 講 演 会 予 講 集

9aB3P.152,(1985)。

3)高 東 宏;修 士 学 位 論 文 大 阪 大 学 電 磁 エ ネ ル ギー 工 学 専 攻(1985).

4)EquipeTFR;Nucl.Fusionユ ヱ,1283(1977)。

5)N。R。Sauthoff,S。VonGoeler,andV・S七 〇diek;Phys・Rev・ しeもt・ 墨ミ・

1201(1974).

6)EG&GORTEC七ype(:R-017-50suefacebarrierdiode,OakRidge,

Tennessee37830.

7)白 戸 針 二;加 速 器 実 験 物 理 学 講 座28巻(共 立 出 版,1979).

8)S.}layakawa,e七a1.;Jpn.」.App1。Phys.塾,542(1970).

9)S.Tsuji;IPPJ-630(1983年4月).

10)R.Petrasso.etal.:Rev.Sci.1nstru瓢.麩 ⊥亀585(1980).

lDS.VonGoeler.W.S七 〇diek,andN・Sauth・ff;Phys・Rev・ ・ しe七七・ 塾 ・

1201(1974).

12)G.A.Wurden;Phys.Fluids;≧ ヱ,551(1984)・

13)V.S.Vlasekov;Nuc1.Fusion坦,509(茎973)。

14)V.A。VershkovandS.A.岡irnov;Nucl・Fusion上 ≦Lg383(1974)・

一6守 一







う。 そ軸 《嚇 旺 袖 肝 衡 繍 ラ蛸 拠 ヤ。輪)涛 赫 ・馳 儲 ゑ・ユ㌔ 純,(K。).

及び雪鉛 ・伽 時 刻t、 江 承 只・)と い ㍉ 図6一 、琢 甑 礁 α(t、・値 の痴 身、

跡 し輔 ので,斜 翻 嚇 訥 ・・トのテ噛'汐のK,派 一 取 ・鴻 弱 面 ぞ勧,

匡

{
1.1

瀦
Q8

一11:・Aげ

P=0

'

/CQI・

一

Ro

/灘 灘'/

.ap叉一
孟

。〒 一..,霊,,,.9 た
0.81.Ot2141.6182.02.22.4

α

図6-1.R(=Bp.in/Bp.out)と ピ ー キ ング パ ラ メ ー タ α

の 関 係 で斜 線 部 は 実 験{直RgとRcの と り う る範 囲

<の 図 が う,駕 ラ微猛彦 今イセ琢(×b二!みよ冠/、6か う(yc㍉ZO・ し21Z'迄`乳 キウグ了 うミ

Yが 縮 も,二 蛎 《但 幡 職)1亦 フ・ラズ マ 内 痢 議 恥 遡 喫 か 肺 馳

、丁ち躯て"蒙?'潮6,z、 痴 煽毒象でわう眺 一】5ω の罵P.,誌 ハ殖かち.

縁制擁 鰍^嚇 漁 斑)で のt醐 、醐 〕探 の,鶴 鎌 新(ヘ へapヒ}t)

砺 禰 鰯F甑)灘 λ(w分 脈 診傾 レ鷲 のでわ》・t・・3・。ハ～のロ網

ぞ、棚 の伽 ℃"ヤ ◎九 爾 勉'励 が穫 敵 ・硫庄にエリ'z・戸 プ奏のt・

枇 麟 塚・ユ偏 乎飢 匠 分勉 「乱 鰯 側 匙 ヒ唖 での撚 野(6呵.

珍セ馬 移傭 ・珍伽)趨 勧 そ叡 齢 ヒ餅 、扉 し{瑠r励 向 峨 悩 。、

一マZ'



1.5

εtO5

05

面

O
Ql

δ
一〇5

一tO

α=145α 二2.2

Q2

r(m⊃

03 Q36

2」

恥o

(く
Σ

》

..二

〇
〇1

α
「

0カ餉

=t45

鶉22

h

02Q3

r(m}

03、

P

4

03(
T
E

)

婁

》κ

20

10

ム め
▽XB=λ{Ψ)B

Taylor'sminimum

energystate

/.
ロお　

..∠_

α=2.2

‡
α=1.45

O
QI. Q2Q3

r(m)
Q37

図6-2. 電流 ピーキングモデルによる緩和過程での

Bp,Bt,jp,jt,&λ(Ψ)の 空間分布の変化

一ワ3一





600

500

(
'「400

)

睾300

200

100

q
、
、
、

、
、
、

、q
、
、
、

、
、
、

＼ ＼～配B

黙
＼＼

K/＼'
、

撃
、
、

、
、

・
、 ㌣
ヘ ロ

h戟 、

し 、・
、
、 、、 、、

、、

、
、 、、 、

＼ こ・、

"曳
、ミミ

nProcess

WB

一5

x10

2

甑
.
。酵

6:く

4

2

0

x1(∫3

16

1002003∞400500600700800

Time(μs)

(G)

14

12

10(婁

)

q8》

∋:6

4

2

へ
、
、、

、

、

＼/Ψ ・

＼

へ

＼/Ψ 吐
、、

、
、
、

RelαxQtionProcess

一
/

聯

、ミ

5
,
亀
為

,

＼

、、

卜
＼

＼ 塗＼、

、
、♂

、

、、

00100200300400500600700800

Time(μs)

(b)

図6-3.電 流 ビー キングモデ ルに よる

(a).磁 気ヘ リシテ ィーK,磁 場 エネル ギーWB.

(b).ト ロイダル磁束 Ψt,ポ ロ イダル磁 束 Ψp,の 時間変 化

一▽5一







Q7

0.6

Q5

Q4
8

Q3

Q2

0.1

0
0.81.01.21.41.618ZO222.4

α

図6・4.安 全 係 数q日(磁 気 軸)と ピー キ ン グ パ ラ メ ー タ α の 関 係

更 痛後 〈 毛8＼ 〉 、二信 ぎ淑b依 更('士 丘rノ の 劇 敷 彩)の 秘 当柱 薯t花 辰 てうヒ,
へ 　 へ

あ が 姑etV.卜 設 に より,n・zモ ー ド 確 擢 キレ埋 狩 雅 に 店 尺 と

守齢 勅,

じ て メ、笈置 で幽 宙ミ眠 ヒ 斤 穿 定 性視 象.isフρラズ てカ"n=:za・ 、リカ1レに変形 レ
ノ よ

楊 薩 で 筋 徽 議 防1)升 石同V.回 転 晦 ザ弥 ・0・vg・・.qs周 て"諏 して

"〈Z'2)i}.た 劫 マ".テ鍵 〃〃P子 雛 瓶 胡 が,鞭 幽 伽 釦4魏 馳

間納 轍 擁 讃輪 凝 勉 。L糠 椥 柳 櫓 輪 え弘 櫨 して
・・る。そ師 め辺 ・加 鰍 モ+曳かうの師 慨 一ドへの発磁 叡 さ雌 があ&・

53ゆ ・評C翫 スフ遼7痂 鰍 転、増 ・z律 の雛 酬5曝 ・モギ)

砺 え,禰 面構 勧 鄭 潮 べr・.その緋,1・(・ZモーFの《k・二∫蠣 気軸 エ

就 壁碑 し焔 帽 繍 獺 齪 の能短 莉 が,そ 破 輸 マ,伽 線

繭 織 槻 象e厩 廟 シ)ザ遂 側 麗 釦 賓 朧 ウ,噺 い ・騨 軸 伽 熊 砥

%の1弘琶へ騨 動 レてく1)℃、、。ヒ全膵イ象ガ腐 今れ1乞、キvク モードず・蝕"し て、

砺 リ婦7セ 鏡 ザ起 鶏 伽 醐 ・τ/τA師 騒 レイ川 ズ螂 じ則 猫 影 と

一 マ曾 一











14.01

15.0量

P

16一〇量

(
翠

∈

)

だ
Φ
肩り
澤

①
o
u

2
9

8

看

N
信

岡

一 一 一 〇ロー●OlV

グ
〃

s。αツ

0

/

しo星z
ノ

/0田

Dowln

〃 製
∠/

伽
/

/

彪
OV1

10 100

㌃.(eV)

1000

酸素イオンの衝突電離係数(mnnOVの 表式)
と他の表式との比較

表64.2電 子再結合 係数の表式 中のMk,CkとEτ の各値

10N Mご C尾 Eロ(oT》

ClI 1.66 0.82 1且

C!11 2 i.025 12.7

ClV 1 且.06 e

CV 2 0.052 307

CV1 1 0.072 366

OIl 1 0。53・ 15

Ol雇1 1.333 0.845 1?

0葦V
「

1.666 1.0且5 19

OV 2 1.035 20

OVl 艮 箇.055 12

OΨ11 2 0.04 575

OVlIl 且 0.0605 650

図6・5.

(
㎝
、n
∈

)

176ー
セ
Φ
で
旧‡
Φ
0
り

Φ
綱O
」

18σ1
8

琶

£
』
E
8

Φ
」

19σ1

混
`
£

り
Φ
一Φ
一〇

10 100

Te(eV)

くo〕

1000

田16

(
翠

ε

だ
Φ
P
蔦

8

19
10

Φ
5
」

じ
0
騨
◎
蕊
9
ヒ
0
り
Φ
」

オー6Φ
≧
一〇
　U
O
¢

1巳

凱

・

匿

0》1

皿

図6-6.

10 100

Te(eV)

〔b}

(a)2電 子再 結合係数 と(b)放 射再結合 係数 、

((a)Bretonと(b)Himovの 表式)

1000

一83一











と
f・.・・砒 ・(5.・ ・、ガ'z・ 予予 夫・8A/マ(t))3 ζ6-zo)

と表擁 嶋 。づズ 丑,ヤ四 顧 ≦面電撒 ,辱 一/・禰 湖6-71〈

働 悔B綱 畷1既%趣 秘 魯 の ・δ・・3毛 ギ のプ ラズマ 幌 嶺 麹 畳、)め磁 男

ラ渉影 か1ラ て恩c。胤よ㌃家 め ヒ 紡 県 乏赤 可 。 ぞ叶壬二1竜 敏 更 レヒ メあ心 ブ漁.c。hよ ニノ5㌧ZO

{≧〉 で を)・)、13著間 的W碓 、ぎ'一{定,・て"わう σ ぞぐ賛Y.し て 考えち仏う値 ギ3フし・)うでγ)1),'その

臨 て,.・・階 妨 硝 。。〉 晦 ゐ 。 勃 働 ズ 榊 駒 鯉7ト 而 穿・の幅 ・厨 ・ツ

加 噺1飢 て二 て・《綱 と一 敦 しス・・う 。

ε
ご

旦
ロ

0

50

940ε

30

820
り

210

L
O

O

=頚::

・△ 一～ ～ ヘ ー　 1

図6・7.

Q20.40βQ8

Time(ms)

磁 界 の 減 衰 率 か ら求 め た 電 子 温 度Te.cond.の 時 間 変 化

〔z〕 、診 慮 後Re

循 的 所 繊 齢n・ ヒ し鷲0。 し一ザイ 三尉 で測 勲 轍 納 齢 謡 漸,論

・・急.斤 》韓 量硫 臓 て・・て著・・フoラズ'マ(～ 毛ギ)鳳 百e、'ふ萌F劇 的K一 定直(

3Xld『 所・)軸 、一ゐ,9砥wτ,.τ臨 象 画 ・ヒ プラズく(3w毛 ギ)の 晒4蛎 ・

う 》,,.6。・1.繭'レ 員 ・渦 で 、～ ぢ4・ 以 千 魂 祇 禍 。

[3り'斤細 廊 ▽^閥 し・鋤 謝 亀 てハ

一82一



鞭 駒 姻 特 、〉縁 ・榊 蝋 ～ヤ・・派 禍 心 齢,て^編 癌 枢 く受

、竹 畜蜘 御 、ニヲ漿 ・・桝 甑 、蔚 浮鴨 ・・漁 の 孤 ン が職 筋 スヘウ ト畷

雑 覆.の し・'7{{亘,立 ちLつ 画}4昌 七1(ヒ,ρ一ク{直,せのB昔尚 う)強一び'立ち千・リβ弩ア品'七匠

(ピ ー7伽 諺 確 、・励 伽 ・肴間 幡 て.K独 イ鰯 篇.従.て 註 に 積 倣

釦 ゐ ・Y、二Σ。て てい疎 めう二げ 伝 勅.団6-Yω(b)o工 照7鴎 俵 ℃ovス

ペ 特 、〉線 嚇 働 娠 七y一 瞬 間1痢 筋 てh州 偽 性 ㌃調 へ㌦ ものであ

う.但 し,n,・ ろ、、。1㌃ ・河 ・・Z・3・ 細 ・V論 蕩 版 っ"て 霧縮 レて励 ・

鮒 謙 縁 ぞ 喫鹸 で い)う 概 ・瓠 琢 して あう・

0.50V

需0・4

εo.3

」0.2… …

0,1

000
.4

了G=20eV

To=30eV

τ0340eV .α
×
Φ

ー

0.20.60。81.0

τ.{msl

■

、OV

噂

旧

1 5■

L=20eV

恥=30eV

口

1審

脚

.

舳

一

.一

「o・

Te=40eV

曹 置 「 ■ ● ●

爾o・2

ε

Jo
.1

1.0

奮

EO・8　

NO.6
3

0.4

0.2

0

0

0Q2Q406Q8盲 .0

τ・(ms)

0.5

奮04

εo.3

εo .2

0.1

0

}

一

.

噌 一

曜 一

曝

01V

口 腎 ●

To=20eV

Te昌30eV

■

飼

駒

/
1器

τ?=40eV

9 ● ■ ● 雪

.OIV
聡=20eV

Te=30eV

エに るむ　　 ロ

1審

00.20.40.60.81.00Q20ム0.60.81。0

τ・{ms}τ.(ms)

(q)(b)

図6。8。 不 純 物 閉 じ込 め 時 間(τn)とOV(a),01V(b)の ス ベ ク トル

線 強 度 の 立 上 り時 間t書 及び 立 下 り時 間tレ2の 関 係

一詔 一







の獅 抗 軸 飯 伽 孟 脇 獅 冥 亀沌較只 計欲 甑 一教 し又・つ ・冨 わカ＼

も 。

100

80

　
誤60
)

↓x
.㎝
H
く

琴40

旦

20

τむ=30eV

.α
×
国1

τe240eVTe=60eV

Te累100eV

下e=200eV

図6-9,

0

01020304050607080

△耐(eV)

0次 元 時間発展 放射モデ ル計算 に よる,不 安定時での

△Is.x.↓/Is.x,と △Te↓ の関 係

ハ ね
T∈8

96
2～4

182

0

転40(eV)

轡 蚊031悶 O
C

(ε
尉

0

8

6
4

2

0

OQ10.2030.405Q6Q7

駄ime(m$)

(o}

箒4冨 ・

lll:
言4竃4

量・1・

lili
韮。 韮。

0.QIQ2α3Q4Q5Q6Q70α1Q2Q3Q4Q5Q6Q7

tirneくm5)量ime(ms}

〔b)

図6-10.(a)ブ ラズマ バラ メータ設定 と(b)0次 元 時間発 展輻射

モデル 計算 によるIs.x.,OI1-OVIの 時間変化

＼ ・・航
o皿

1八 八

0皿

へ」 ＼_

/・ ・

＼ OV

上
OVl

曳

一『z一



参考文献

)

)

-

り
乙

)

)

)

)

0δ

4

『O

n
O

7)

)

)

0
0

Q
U

10)

ll)

12)

13)

14)

15>

16)

17)

18)

19)

20)

永 田 正 義,他;核 融 合 研 究 投 稿 申

K.A。Werley,R。A.Nebel,andG.A。Wurden;Phys.Fluids28,1450

(1985).

".P.Furth;Phys・.Fluids28,1595(1985).

TFRGroupe;PlasmaPhys.19,349(1977).

G.W.Hart,e七al.;Phys.Rev.Lett.51,1559(1983).

G・W・ 劉art,e七ai・;Proc・of七he7thU.S.Symp.onCo概pactToroid

Research,San七aFe(1985).

A・Janos,G・W・Hart,and卜1.Yamada;Proc.ofthe7thU.S.Sy織P.on

Co獅pac七ToroidResearch,SantaFe(1985).

A.Janos,eta1.;Phys.Fluids28.3667(1985).

G.門arklin;Proc.ofthe6thU.S.Symp.onCompacもTorold

Research,PrincetonP.88(1984).

S.0.knox,etal.;Proc.ofthe7もhU。S.Symp.onCo購pactToroid

Research,SantaFe(1985)(SubmittedtoPhys.Rev.し.et七.).

Y.1くondoh;Nuc1.Fusion21,1607(1981).

Y。Honda,e七al.;Proc.of6thUS-JapanWSonCompactToroids,

HiroshimaP.5(1985).

田 中 浩;修 士 学 位 論 文 大 阪 大 学 電 磁 エ ネ ル ギ ー 工 学 専 攻(1985).

A。Hase8awa;Adv。Phys.34,1(1985).

吉 田 善 章,井 上 信 幸,内 田 岱 二 郎;核 融 合 研 究5Ll27(1984).

Z.Yoshida,T.Uchida,andN.Inoue;Phys.Fluids27,1785(!984).

」。P.Freidberg;Rev.削od.Phys.54,801(1982).

E.」 ●CaramanaandD.A.Baker;Nucl.Fusion24,423(1984).

R.G.Uatt,e七al.;Phys.Fluids26,1168(1983).

A.A.卜1irinandA.G.S8ro;Proc.ofthe7thU.S。Symp。onCompact

一『3一



)12

)

)

)

碗
∠

9
σ

4

2

り
白

り
白

)52

)62

)

)

)

¥
ノ

7
屠

8

9

0

2

2

q∠

3

)13

)

)

2

り
0

ら
∂

0
0

)

)

)

4

FD

ρ0

3

3

らδ

ToroidRes
.earchgSantaFe(1985)・

A.G.Sgro,G.牌arklin,andA。A.門irin;Proc.ofthe6thU.S.

Sy揃P.on(:ompac七ToroidResearch,PrlncetonP.21(1984).

S。C.Jardin;Nucl.Fusion229629(1982).

W.ParkandS.C.Jardin;Phys。Fluids26,1871(1983).

H.W.Hoida,e七al.;Proc.ofthe6thU.S.Symp.onC◎ ㎝pactToroid

Research,PrinceもonP.85(1984).

岡.Nagata,eta1.;inPlasmaPhysicsandControlledNuclearFusin

Research(Proc.10thlnt.Conf.しondon,1984)Vo1.2,lAEA,Vienna

655(1985).

1く.KusanoandT.Sato;HlFT-83(1983)(tosubmmittedtoPhys.

Fluids).

K.1くatayamaand卜1.1くa七surai;submittedtoPhys.Fluids(1985).

小 野 靖,桂 井 誠;核 融 合 研 究54,210(1985).

H.R.Griem;,,Plas鵬aSpectroscopy,,,(卜1cGraw-Hill,1964)

R。U.P.1噛cWhi.rter;,,Spectrallntensities,,,in,,Plas田aDiagnos意ic

Techniques,,(R.H.HuddIestonean口S.し.Leonard,ed.),(Acade糀ic

Press,1965)

安藤 剛二;特 剛研究(核 融合工学 の基礎)核 融合 ブラ.ズマ診断研究報告

P.106(1975).

G.C.Goldenbaum,etal.;L.awrenceしivermoreNa七ionalしab.Repor七

UCID-19478(1982).

C・U・Barnes・eも
.al・;しosAlamosNationalしab・Report

LA-UR-84-3667(1985),(submi七tedtoNucl.Fusion).

U.C.Turner,etal.;Phys.Fluids26,1966(1983).

C.Breton,C.De卜1ichells,and卜1・ 岡attioli;Nuc1。Fusion⊥ 旦,891

(1976).

R.」.Hawryluk,S.Suckewer,andS.P.Hirsh細an;Nuc1.FuSionl9,607

(1979).

一『4一一



37)佐 藤 国 憲;核 融 合 研 究52,472(1985).

38)G。Elwer毛;Z.Na七urforsch.7a,432(1952).

39)W。 しor2;Rep◎rtIns七itutfurPlas臨aphysikIPPl/62(1967).

40)F.Hinnov;卜1ATT-777(1970).

41)葛 島 敏 彦,他;核 融 合 研 究39,103(1978).

42)C.Breton,C.De凹ichelis,and卜1.凹a七tioli;」.Quant.Spectrosc.

43)Radiat.Transfe←19,367(1978).

44)T。A㎜ano,」.卜1izuno,andT.Ka七 〇;1PPJ-616(1982).

45)T.Kato;AstrophysicalJournalSupPlementSeries30,397(1976).

46)T.lshimura;PrivateCo閉munication(1985).

47)T.Ka七 〇,K。 隅asai,andJ。 卜1i2uno;Jour.Phys.Soc.Japan52,3019

(1983).

48)翻.V.VanRegemorter;AstroP.J.1369906(1962).

49)R.卜1ewe;AstronandAstrophys20,215(1972).

50)T.Kato;IPPJ-A列 一2(1977).

51)D.E.Post,eta薯.:Atom.DataandNuc1.DataTables20,397

(1977).

52)石 村 勉;超 高 温 研 究1,137(1964).

53)A.R.Striganov3ndN.S。Sventi七skii;TablesofSpectralLinesof

Neu七ralandlonizedAtoms(七ranslatedfromRussian),NewYork顧

Washington(1968)・

54)W.し.Wiese,岡.W.Smith,andR.Glennon;AtomicTransi乞ion

Probabilities,』NationalBureauofStandards,Washington(1966)。

55)R.A.Hulse;Nuc1.Technology!Fusion3,259(1983).

56)S.VonGoeler,W.Stodiek,andN.Sauthoff;Phys。Rev.しet七.33,

1201(1974).

57)V.D.Shafranov;Sov.Phys.Tech.Phys.15,175(1970).

58)N.R.Sauthoff,'S.VonGoeler,andW。Stodiek;Nucl.FUslon18,1445

(1978).

一『ぎ一



59)

60)

61)

62)

63)

64)

65)

66)

67)

68)

69>

70)

71)

72)

73)

74)

N・A・Dubois・A・ し・Pecquet,andC・Reverdin;Nucl・Fusion2三 ミ,147

(1983).

W.Pfeiffer,eもa1.;Nucl.Fusion25,655(1985).

S。Tsuji,eta1.;Nuc1.Fusion25,305(1985).

卜1.E。FoordandE。S。 卜1armar;Nuc1.Fusion25,197(1985).

A.Co嚇pan七LaFonj)alne,門.A.Dubois,andA.L.Pequet;Plasma

PhysicsandControlledFusion27,229(1985).

N.H.Brook;Phys.Fluld20,711(1977).

N.H.岡ortonandK.G.Srinivasacharya;Nucl.Fusionl8,1417

(1978).

0.R.Ea揃es,etal.;PrlncetonPlasmaPhisicsLab.PPPL-1530

(1979).

TFRGroupe;PlasmaPhys.19,349(1977).

C.W.Barnes,etal.;Nucl.Fusion24,267(1984).

隅.Mi掘ura,eta1.;Proc.ofthe7thU.S.Sy縣P。onCompactToroid

Research,SantaFe(1985).

G.岡.卜1ccracken,etal.;Nucl.Fusion18,35(1978).

野 田 信 明,加 藤 隆 子,藤 田 順 治;核 融 合 研 究 別 冊49,275(1983).

EquipeTFR;NJcl.Fusionl5,1053(1975).

J.し.Terry,eta1.;Nucl.Fusionl8,485(1978).

加 藤 裕 史,etal.;プ ラ ズ マ ・ 核 融 合 学 会 第2回 秋 季 講 演 会 予 講 集

9aB3P.韮52,(1985).

`

一 曾も一









謝 辞

本研究 の遂行 に際 し、終始懇篤 な る御指導 、御鞭 達 を賜 りました渡辺健二教授

に深 厚な る謝辞 を表 します。 また、本論文 作成に あた り有 益な御助言 を賜 りま

した石村勉教授 、三 間囲興教授 に深 く感謝致 します。

あわせて大学院在学 中 および その後引 き続 いて御指導 、御 教示 を戴 いだ佐野忠

雄名誉教授、 山中千 代衛教授 、横 山 昌弘教授 、山中龍彦教授 、三宅正宣教授 、権

田俊一一教授、中井貞雄 教授、井沢 靖和教授 、西原功修教授 、加藤義章教授、望月

孝曼教授 に謝意 を表 します。

そ して、御教示 、激励 を戴 いた超高温理工 学研究施設 の伊 藤博教授 に深 く感謝

致 します。

また、終始変 わ らぬ御指導 、討論、激励 を戴 いた宇 山忠 男助教授、西川雅 弘助

教授、そ して超 高温理工学研究 施設の後藤誠 一助教授 、大井 正一助教授 に謝意 を

表 します。

また、熱心 な討論、激励 を戴 いた尾 崎充 彦助手 、里見憲 男助手、 そ して超高温

理工学研究施 設の岡 田成文助 手、加古雅 史助手、伊藤慶文 助手 に謝意 を表 します。

さ らにプラズマ銃 か らの不 純物輸送実験 の共同研究 に於 いて 、御助力 を戴 いだ

ロスアラモス研究所のH.冒.Hoida博 士 に感 謝致 します。

終 りに、研究生活 の苦楽 を共 に し、活 発な討論 を して戴 いた池上和律 氏(現 、

三菱電機株式 会社)、 誉 田義英君 、加藤 裕史君 、大久 保和俊君 、お よび卒 業生の

方 々、中で も、共 に実 験を行 った兵部 雅彦君、 高東 宏君、金本満君 に感謝の意 を

表 します。 また、論 文作成作業 に惜 しみ ない協力 を戴 いた永井崇 之君 、坂本泰

三君 に深 く感謝致 します。

イ00一



業 績 目 録

発表論文

1)ShearStabili2ingExperimenも ・fGun-Spher・makPlas網a(CTCC-1)

隔・Nagaもa,y・Honda,K・lkegami,卜1・Nishikawa,A。Ozaki,N 。Satomi,

T.Uyama,andIく.Wa七anabe

NuclearFusion,SupPle獅en七,Vol.2,655(1985).

2)凹ergingExperimentandSimula北ionofCompactToroids

K・Watanabe,K・lkegami,卜1・Nagata,岡.Nishikawa,A.02aki,

N・Satomi,T・Uya旧a,T・Sato,S.Otsuka,T."ayashi,

andK.Nishikawa

NuclearFusion,SupPlement,Vol。2,311(1983).

3)ス フ ェ ロ マ ク の 抵 抗 性 減 衰 過 程 に 於 け るSawtooth現 象

永 田 正 義,宇 山 忠 男,尾 崎 充 彦,里 見 憲 男,西 川 雅 弘,誉 田 義 英,

渡 辺 健 二

核 融 合 研 究 投 稿 中

4)コ ン パ ク ト ・ トー ラ ス ブ ラ ズ マ の 重 合 実 験

池 上 和 律,宇 山 忠 男,尾 崎 充 彦,里 見 憲 男,永 田 正 義,西 川 雅 弘,

誉 田 義 英,渡 辺 健 二

高 温 学 会 誌,Vol.10,No.2,75(1984).

5)Te鵬poraIEvolutionoftheDecayingSpheromakinCTCC-1εxperiment

T・Uyama,Y・Honda,M・Nagata,岡 ・Nishikawa,A.02aki,N.Satomi,

andK.Wata「1abe

Sub旧ittedtoNuclearFusion.

一/0/一



国 際 会 議 報 告

1)CTPlasmaProductionforOne卜1i日isecondしifetimeinCTCC-l

T・Uyama・K・lkegami・ 門・骸agaもa淵ishikawa,A・Ozaki
.・、N・S・t・ ・i・and

Iく.Watanabe

Proc.oftheFourthUS-japanWorkshoponCompac七Toroids,

Oct.19-221982(Osaka&Nagoya)P.1.

2)lmpurityControlS七udiesinもheCTCC-l

N・Satomi,K・lkegami,卜1・Na8ata,卜1.Nishikawa,A。02aki,T。Uyama,

andK.Wa七anabe

Proc。of七heFourもhUS-JapanWorkshoponCompactToroids,

Oct.19-221982(Osaka&Nagoya)P。44.

3)
.DecayP・ 。cess・fSph・ ・。・akPl・s剛 ・CTCC'l

Y。Honda,岡.Nagata,卜1.Nishikawa,A.02aki,N.Satomi,H.Takato,

H.Tanaka,V.UyamagandK。Watanabe

Proc。ofthe6thUS-JapanWorkshoponCompactToroids,

Nov。13-151984
.くHiroshima)P・5・

4)Gun-Sphero糀akExperi糀entintheCTCC-I

N・Satomい8Uyama・Y・Honda・ 甦・Nagata淵ishikawa・

.A・⑪zaki・

andK.Ua七anabe

Proc.lAEATech.Committee卜1eetingonAdvancesinCompactTorus

Reseach,Sydney,卜1ar.1985,underpublication.

雪

一/oZ一



研究 会発表

1.CTCC-1実 験 におけ るTiフ ラ ッシング

プラズマ と壁 との相 互作用研究 会 名古屋大 ブ ラ研

2.同 軸 ブラズマガ ンに よるコ ンパ ク ト ・トー ラス

第22回 プ ラズマ若 手夏の学校 長野県大 町市

3.同 軸ブ ラズマガ ンに よるコンパク ト・トーラス実験

第14回 若 手核融合研究集 会 名 古屋サ ンブラザ

4.ス フェロマ ックの減衰過程 に於 ける緩和 的振 舞 い

CT.RFP研 究会 長 野県茅野市

1982年7月

1983年8月

1983年9月

1985年8月

一/03一



学会発表

1.同 軸ブ ラズマ ガンに よるコンパク ト・トーラス実験棚

一強磁場実験一

日本物理 学会 新 潟大学

2.同 軸 プラズマガ ンに よるコ ンパ ク ト ・トー ラス実 験皿

一CTプ ラズマの基礎 的振舞 い一

日本物理学 会 横浜 国立大学

3.同 軸プ ラズ マガ ン によるコンパ ク ト・トーラス実験XIX

一デ ィスラプテ ィブ ・ター ミネーシ ョンー

日本物 理学会 中央大学

4.同 軸ブ ラズマガ ンに よるコンパ ク ト・トー ラス実 験XXI

一不 安定性 に関す る分光測定一

日本物 理学会 岡山大学

5.コ ンパ ク ト ・トー ラス実 験

一 フラ ックスコンサーバー内の不純物 挙動 皿一

日本原子力学 会 近 畿大学

6.中 心導体 付FC内 のCTプ ラズマの挙 動

プラズマ ・核融 合学会 名古屋大学

1981年10月

1982年3月

1983年3月

1983年10月

1984年3月

1985年4月

一/oチ ー


	070-00001.tif
	070-00002.tif
	070-00003.tif
	070-00004.tif
	070-00005.tif
	070-00006.tif
	070-00007.tif
	070-00008.pdf
	070-00009.pdf
	070-00010.tif
	070-00011.tif
	070-00012.tif
	070-00013.pdf
	070-00014.tif
	070-00015.tif
	070-00016.tif
	070-00017.tif
	070-00018.pdf
	070-00019.tif
	070-00020.tif
	070-00021.tif
	070-00022.pdf
	070-00023.tif
	070-00024.pdf
	070-00025.pdf
	070-00026.pdf
	070-00027.pdf
	070-00028.tif
	070-00029.pdf
	070-00030.pdf
	070-00031.pdf
	070-00032.tif
	070-00033.tif
	070-00034.pdf
	070-00035.pdf
	070-00036.pdf
	070-00037.pdf
	070-00038.pdf
	070-00039.pdf
	070-00040.pdf
	070-00041.tif
	070-00042.pdf
	070-00043.tif
	070-00044.tif
	070-00045.tif
	070-00046.pdf
	070-00047.pdf
	070-00048.pdf
	070-00049.pdf
	070-00050.tif
	070-00051.pdf
	070-00052.pdf
	070-00053.pdf
	070-00054.tif
	070-00055.pdf
	070-00056.tif
	070-00057.tif
	070-00058.pdf
	070-00059.tif
	070-00060.pdf
	070-00061.pdf
	070-00062.pdf
	070-00063.tif
	070-00064.pdf
	070-00065.pdf
	070-00066.pdf
	070-00067.pdf
	070-00068.pdf
	070-00069.pdf
	070-00070.pdf
	070-00071.pdf
	070-00072.pdf
	070-00073.pdf
	070-00074.tif
	070-00075.tif
	070-00076.pdf
	070-00077.pdf
	070-00078.tif
	070-00079.pdf
	070-00080.tif
	070-00081.tif
	070-00082.pdf
	070-00083.tif
	070-00084.tif
	070-00085.tif
	070-00086.tif
	070-00087.pdf
	070-00088.tif
	070-00089.tif
	070-00090.tif
	070-00091.tif
	070-00092.pdf
	070-00093.pdf
	070-00094.tif
	070-00095.tif
	070-00096.pdf
	070-00097.pdf
	070-00098.pdf
	070-00099.pdf
	070-00100.pdf
	070-00101.tif
	070-00102.tif
	070-00103.tif
	070-00104.pdf
	070-00105.pdf
	070-00106.pdf
	070-00107.pdf
	070-00108.pdf

